
今月の主な内容

●市職員の人事異動…4 ●IT講習のご案内…8～9 ●タウントピックス…10 ●タウンインフォメーション…16

面　積／150.44�
市　木／カシ
市　花／サルビア

▲4月7日・8日に行われた播州三大祭の一つ「北条節句まつり」。写真は「龍王の舞」

プルマン市中高生親善訪問団!（2～3ページ）特集
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特特　　集集
プルマン市
中高生親善訪問団

プ　
ル　
マ　
ン　
市
中
高
生
親
善
訪
問
団
!

│

過
去
最
多　
の　

名　
が　
来
訪
│

18
日

（日）
の
夜
、
市
役
所
玄
関
前

に
到
着
し
た
訪
問
団
員
を
待
ち
受

け
て
い
た
の
は
、
長
旅
の
疲
れ
も

吹
き
飛
ば
す
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
み
な
さ
ん
の
熱
烈
な
歓
迎
で
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
日
か
ら
早
速

日
本
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。

翌
日
か
ら
は
、
市
役
所
訪
問
、

市
内
外
の
見
学
、
企
業
視
察
に
加

え
、
北
条
中
学
校
と
北
条
高
校
へ

の
体
験
入
学
と
、
訪
問
団
員
の
み

な
さ
ん
は
ハ
ー
ド
な
日
程
を
元
気

に
こ
な
し
、
行
く
先
々
で
た
く
さ

ん
の
友
達
を
作
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
元
気
さ
も
、
加
西
に
来
る
た

め
の
旅
費
を
大
半
の
訪
問
団
員
が
、

ア
ル
バ
イ
ト
で
貯
め
た
と
聞
け
ば

う
な
ず
け
ま
す
。

24
日

（土）
、
市
役
所
玄
関
前
に
停

ま
っ
た
バ
ス
の
前
で
は
、
別
れ
を

惜
し
む
人
、
人
、
人
。
わ
ず
か
一

週
間
の
間
に
海
外
に
住
む
新
し
い

家
族
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
受
け
入
れ
に
際
し
て
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
市
民
参
画
型
」。

昨
年
プ
ル
マ
ン
市
を
訪
問
し
た
中

高
生
を
中
心
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
方
々
が
受
け
入
れ
全
般
の
企

画
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
昼
間
の
行
事
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
市
内
外
を
案
内
し

（
中
に
は
学
校
を
休
ん
で
参
加
し
た

人
も
あ
っ
た
と
か
…
…
）、
手
作
り

の
料
理
を
持
ち
寄
っ
て
行
っ
た
送

別
会
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り

か
ら
会
場
の
飾
り
付
け
ま
で
行
う

大
活
躍
ぶ
り
。

と
か
く
友
好
都
市
交
流
と
な
る

と
「
市
」
と
「
市
」
の
交
流
が
前

面
に
出
て
、
も
て
な
し
方
も
豪
華

な
会
場
＆
料
理
と
な
り
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
本
当
に
「
草
の
根
の
交

流
」
を
行
う
の
は
市
民
の
み
な
さ

ん
一
人
ひ
と
り
。
肩
肘
張
ら
ず
に
、

普
段
着
の
交
流
を
こ
れ
か
ら
も
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
は
加
西
市
の
中
高
生
が

プ
ル
マ
ン
市
を
訪
問
す
る
年
で
す
。

派
遣
は
来
年
の
３
月
後
半　
を　
予
定　

し　
て　
い　
ま　
す
。　
募
集　
の　
お　
知　
ら　
せ　
は　

広
報　
か　
さ　
い　
12
月
号　
で　
行　
い　
ま　
す
。

市議会本会議場で記念撮影

23

３
月
18
日

（日）
〜
24
日

（土）
の
日
程
で
、
加
西
市
の
友
好
都
市
米
国
ワ
シ

ン
ト
ン
州
プ
ル
マ
ン
市
か
ら
派
遣
さ
れ
た
中
高
生
親
善
訪
問
団（
23
名
）

が
加
西
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
滞
在
中
は
、
市
内
の
家
庭
で
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
中
心
に
、
中
学
校
や
高
校
へ
の
体
験
入
学
、
企
業
視
察
、
市
内

外
の
見
学
等
を
通
じ
て
多
く
の
方
々
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

手作りのネームカードで歓迎

加西市都市親善友好協会では、様々な交流活動に参加して頂く会員を募集中です。
詳しくは、事務局（電話42-８７０１）まで。
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※タウントピックス（1 0ページ）に、ホームステイ関連記事

を掲載しております。

一人ひとりに藤岡市長から、記
念メダルが手渡されました。

バスが見えなくなるまで、手を振る
ホストファミリーのみなさん。

「お茶って、どうやって飲むの？」「お茶って、どうやって飲むの？」「お茶って、どうやって飲むの？」「お茶って、どうやって飲むの？」「お茶って、どうやって飲むの？」「お茶って、どうやって飲むの？」「お茶って、どうやって飲むの？」「お茶って、どうやって飲むの？」「お茶って、どうやって飲むの？」「お茶って、どうやって飲むの？」「お茶って、どうやって飲むの？」「お茶って、どうやって飲むの？」「お茶って、どうやって飲むの？」「お茶って、どうやって飲むの？」「お茶って、どうやって飲むの？」「お茶って、どうやって飲むの？」「お茶って、どうやって飲むの？」「お茶って、どうやって飲むの？」「お茶って、どうやって飲むの？」「お茶って、どうやって飲むの？」「お茶って、どうやって飲むの？」

五百羅漢寺では、山田住職より
詳しい説明をうかがいました。

「鶴を折るって、難しいな」
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市
職
員
の
人
事
異
動

4
月
1
日
付　
で　
行　
っ　
た　
市
職
員　
の　
人
事
異
動　
を　
お　
知　
ら　
せ　
し　
ま　
す　
。　

こ
の
た
び
の
異
動
は
、
庁
内
情
報
化
の
推
進
、
工
事
検
査
体
制
の
充
実
、

花
と
緑
の
街
づ
く
り
の
推
進
な
ど
に
対
応
す
る
配
置
を
行
い
ま
し
た
。
全

体
と
し
て
は
、
退
職
者
の
補
充
及
び
新
規
採
用
の
配
置
を
含
め
て
1
9
7

名
の
小
規
模
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

【
部
長
級
】

２
名

検
査
官
　
浅
見
健
（
水
道
事
業

副
管
理
者
）
▽
加
西
病
院
事
務
局

長
　
荻
野
正
三
（
加
西
病
院
事
務

局
次
長
兼
管
理
課
長
）

【
次
長
級
】

３
名

市
民
福
祉
部
次
長
（
保
険
、
健

康
長
寿
担
当
）
兼
保
険
課
長
　
渡

辺
武
美
（
市
民
福
祉
部
次
長
）
▽

市
民
福
祉
部
次
長
（
市
民
、
社
会

福
祉
担
当
）
兼
社
会
福
祉
課
長

衣
笠
昌
弘
（
教
育
委
員
会
次
長
兼

総
務
課
長
）
▽
社
会
福
祉
協
議
会

へ
派
遣
（
市
民
福
祉
部
付
次
長
）

柴
田
猛
義
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ

派
遣
（
市
民
福
祉
部
付
次
長
））

【
参
事
級
】

６
名

企
画
総
務
部
参
事
（
市
史
編
集

担
当
）
兼
市
史
編
集
室
長
　
能
瀬

肇
（
市
民
福
祉
部
参
事
兼
社
会
福

祉
課
長
）
▽
地
域
振
興
部
参
事
兼

商
工
観
光
課
長
　
森
本
正
光
（
地

域
振
興
部
参
事
兼
商
工
観
光
課
長

兼
ふ
る
さ
と
振
興
係
長
）
▽
地
域

振
興
部
参
事
（
環
境
担
当
）
兼
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
　
織
辺
豊

昭
（
地
域
振
興
部
参
事
兼
環
境
対

策
室
長
兼
斎
場
長
）
▽
上
下
水
道

部
参
事
兼
公
共
下
水
道
課
長
　
長

谷
川
和
史
（
北
条
駅
周
辺
地
区
市

街
地
再
開
発
組
合
へ
派
遣
（
都
市

整
備
部
付
参
事
））
▽
消
防
本
部
参

事
兼
総
務
課
長
兼
防
災
企
画
係
長

桜
井
英
暢
（
消
防
本
部
総
務
課
長
）

▽
消
防
署
参
事
兼
警
防
課
長
　
小

川
義
久
（
消
防
署
警
防
課
長
）

【
課
長
級
】

14
名

都
市
施
設
公
社
へ
派
遣
（
企
画

総
務
部
付
課
長
）
高
井
宣
博
（
都

市
施
設
公
社
へ
派
遣
（
企
画
総
務

部
付
課
長
））
▽
副
検
査
官
　
森
本

公
一
（
都
市
整
備
部
土
木
課
長
）

▽
地
域
振
興
部
環
境
対
策
室
長
兼

斎
場
長
　
小
岩
照
雄
（
市
民
福
祉

部
保
険
課
長
兼
福
祉
医
療
係
長
）

▽
地
域
振
興
部
農
林
共
済
課
長

大
橋
貢
（
上
下
水
道
部
衛
生
セ
ン

タ
ー
所
長
）
▽
北
条
駅
周
辺
地
区

市
街
地
再
開
発
組
合
へ
派
遣
（
都

市
整
備
部
付
課
長
）
甘
中
吉
彦

（
上
下
水
道
部
集
落
下
水
道
課
長
）

▽
都
市
整
備
部
課
長
（
花
と
緑
の

ま
ち
づ
く
り
担
当
）
難
波
周
雄

（
地
域
振
興
部
農
林
共
済
課
長
）
▽

都
市
整
備
部
土
木
課
長
　
井
上
正

三
（
上
下
水
道
部
公
共
下
水
道
課

長
）
▽
上
下
水
道
部
管
理
課
長

本
多
耕
太
郎
（
上
下
水
道
部
管
理

課
主
幹
（
下
水
担
当
））
▽
上
下
水

道
部
集
落
下
水
道
課
長
　
吉
田
秀

貴
（
都
市
整
備
部
土
木
課
主
幹
兼

改
良
係
長
）
▽
上
下
水
道
部
衛
生

セ
ン
タ
ー
所
長
　
河
合
正
信
（
地

域
振
興
部
環
境
対
策
室
主
幹
）
▽

教
育
委
員
会
総
務
課
長
　
志
方
顕

久
（
上
下
水
道
部
管
理
課
長
）
▽

加
西
病
院
事
務
局
管
理
課
長
　
西

村
賢
造
（
加
西
病
院
事
務
局
管
理

課
主
幹
兼
経
理
係
長
）
▽
加
西
病

院
医
事
課
長
兼
地
域
医
療
室
副
室

長
　
篠
倉
和
昭
（
加
西
病
院
医
事

課
長
兼
地
域
医
療
室
副
室
長
兼
医

事
係
長
）
▽
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
長
　
後
藤
浩
三
（
兵
庫
県
教

育
委
員
会
）

【
主
幹
級
】

12
名

企
画
総
務
部
総
務
課
主
幹
（
行

政
･

行
革
･

研
修
担
当
）
兼
行

政
・
行
革
・
研
修
係
長
　
河
原
史

明
（
企
画
総
務
部
総
務
課
長
補
佐

兼
行
政
･

行
革
係
長
）
▽
企
画
総

務
部
企
画
調
整
課
主
幹
兼
企
画
調

整
係
長
　
柏
原
邦
章
（
企
画
総
務

部
企
画
調
整
課
長
補
佐
兼
企
画
調

整
係
長
）
▽
企
画
総
務
部
情
報
推

進
室
主
幹
兼
情
報
シ
ス
テ
ム
係
長

小
林
敏
明
（
企
画
総
務
部
総
務
課

長
補
佐
兼
人
事
･

研
修
係
長
）
▽

市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課
主
幹
兼

女
性
児
童
係
長
　
能
瀬
長
人
（
企

画
総
務
部
秘
書
広
報
課
長
補
佐
兼

広
報
国
際
係
長
）
▽
地
域
振
興
部

農
村
整
備
課
主
幹
（
耕
地
・
農
村

総
合
整
備
・
国
営
担
当
）
伊
藤
清

明
（
上
下
水
道
部
集
落
下
水
道
課

主
幹
）
▽
地
域
振
興
部
農
村
整
備

課
主
幹
兼
地
籍
換
地
係
長
　
原
田

正
利
（
地
域
振
興
部
農
村
整
備
課

長
補
佐
（
地
籍
換
地
担
当
））
▽
都

市
整
備
部
都
市
計
画
課
主
幹
　
小

篠
正
彦
（
教
育
委
員
会
総
務
課
長

補
佐
（
施
設
担
当
）
兼
施
設
係
長
）

▽
上
下
水
道
部
工
務
課
主
幹
　
井

上
雅
仁
（
地
域
振
興
部
農
村
整
備

課
長
補
佐
兼
耕
地
係
長
）
▽
加
西

病
院
事
務
局
医
事
課
主
幹
兼
病
歴

係
長
　
古
角
隆
夫
（
加
西
病
院
事

務
局
医
事
課
長
補
佐
兼
病
歴
係
長
）

▽
教
育
委
員
会
総
務
課
主
幹
（
施

設
担
当
）
兼
施
設
係
長
　
佐
藤
正

行
（
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
主

幹
兼
緑
花
推
進
係
長
）
▽
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
主
幹
（
青
少
年

女
性
担
当
）
高
橋
佐
代
子
（
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
主
幹
兼
青
少

年
育
成
係
長
）
▽
教
育
委
員
会
新

図
書
館
開
設
準
備
室
長
　
弓
岡
正

人
（
兵
庫
県
教
育
委
員
会
）

【
課
長
補
佐
級
】

23
名

企
画
総
務
部
企
画
調
整
課
長
補

佐
（
企
画
調
整
担
当
）
山
根
将
史

（
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
）

▽
企
画
総
務
部
企
画
調
整
課
長
補

佐
（
企
画
担
当
）
細
川
嘉
一
（
企

画
総
務
部
企
画
調
整
課
長
補
佐

（
安
全
対
策
担
当
））
▽
財
務
管
理

部
管
財
課
長
補
佐
（
登
記
担
当
）

小
牧
久
規
（
地
域
振
興
部
農
村
整

備
課
長
補
佐
（
地
籍
換
地
担
当
）

兼
地
籍
換
地
係
長
）
▽
市
民
福
祉

部
市
民
課
長
補
佐
兼
市
民
相
談
係

長
　
西
本
美
佐
江
（
市
民
福
祉
部

市
民
課
市
民
相
談
係
長
）
▽
市
民

福
祉
部
保
険
課
長
補
佐
兼
国
保
医

療
係
長
　
西
脇
嘉
彦
（
市
民
福
祉
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部
保
険
課
国
保
係
長
）
▽
市
民
福

祉
部
健
康
長
寿
課
長
補
佐
兼
健
康

係
長
　
柴
田
は
る
み
（
市
民
福
祉

部
健
康
長
寿
課
健
康
係
長
）
▽
市

民
福
祉
部
健
康
長
寿
課
長
補
佐
兼

生
き
が
い
対
策
係
長
　
増
田
洋
子

（
市
民
福
祉
部
健
康
長
寿
課
生
き
が

い
対
策
係
長
）
▽
社
会
福
祉
協
議

会
へ
派
遣
（
社
会
福
祉
課
付
課
長

補
佐
）
前
田
幸
良
（
社
会
福
祉
協

議
会
へ
派
遣
（
社
会
福
祉
課
付
課

長
補
佐
））
▽
田
原
保
育
園
長
　
浅

田
昭
代
（
北
条
西
保
育
所
長
補
佐
）

▽
日
吉
保
育
園
長
　
広
瀬
一
二
三

（
田
原
保
育
園
長
）
▽
地
域
振
興
部

環
境
対
策
室
長
補
佐
兼
ご
み
対
策

係
長
　
三
島
孝
司
（
加
西
病
院
事

務
局
管
理
課
用
度
係
長
）
▽
地
域

振
興
部
環
境
対
策
室
長
補
佐
兼
施

設
係
長
　
西
岡
博
文
（
地
域
振
興

部
環
境
対
策
室
施
設
係
長
）
▽
都

市
整
備
部
土
木
課
長
補
佐
兼
改
良

係
長
　
吉
田
清
孝
（
上
下
水
道
部

工
務
課
長
補
佐
）
▽
上
下
水
道
部

管
理
課
長
補
佐
兼
上
水
業
務
係
長

喜
田
博
己
（
財
務
管
理
部
税
務
課

長
補
佐
収
税
担
当
））
▽
上
下
水

道
部
工
務
課
長
補
佐
（
施
設
担
当
）

柴
本
泰
徳
（
上
下
水
道
部
工
務
課

施
設
係
長
）
▽
上
下
水
道
部
公
共

下
水
道
課
長
補
佐
兼
公
共
整
備
係

長
　
長
浜
秀
郎
（
上
下
水
道
部
公

共
下
水
道
課
公
共
整
備
係
長
）
▽

上
下
水
道
部
集
落
下
水
道
課
長
補

佐
　
前
田
秀
典
（
上
下
水
道
部
集

落
下
水
道
課
長
補
佐
兼
コ
ミ
プ
ラ

整
備
係
長
）
▽
加
西
病
院
事
務
局

管
理
課
長
補
佐
兼
用
度
係
長
　
安

富
さ
よ
子
（
市
民
福
祉
部
社
会
福

祉
課
長
補
佐
兼
女
性
児
童
係
長
）

▽
加
西
病
院
事
務
局
医
事
課
長
補

佐
兼
医
事
係
長
　
三
船
敏
由
紀

（
加
西
病
院
事
務
局
医
事
課
情
報
担

当
主
査
）
▽
消
防
本
部
総
務
課
長

補
佐
兼
庶
務
係
長
　
高
井
幸
文

（
消
防
本
部
総
務
課
長
補
佐
兼
防
災

企
画
係
長
）
▽
消
防
本
部
予
防
課

長
補
佐
　
西
脇
博
（
消
防
署
南
分

署
長
補
佐
兼
訓
練
指
導
担
当
）
▽

消
防
署
警
防
課
長
補
佐
兼
管
制
第

一
係
長
　
藤
原
光
浩
（
消
防
署
警

防
課
管
制
第
一
係
長
）
▽
消
防
署

南
分
署
長
補
佐
兼
訓
練
指
導
担
当

木
下
勇
（
消
防
署
南
分
署
警
防
第

一
係
長
）

【
係
長
・
主
査
級
】

30
名

企
画
総
務
部
秘
書
広
報
課
広
報

国
際
係
長
　
西
脇
親
（
市
民
福
祉

部
保
険
課
あ
っ
た
か
推
進
係
長
）

▽
企
画
総
務
部
総
務
課
人
事
係
長

藤
本
隆
文
（
財
務
管
理
部
税
務
課

資
産
税
係
長
）
▽
企
画
総
務
部
市

民
参
画
推
進
室
市
民
参
画
推
進
係

長
　
内
藤
利
樹
（
企
画
総
務
部
総

務
課
行
政
・
行
革
担
当
主
査
）
▽

財
務
管
理
部
税
務
課
資
産
税
係
長

松
岡
伸
一
（
財
務
管
理
部
管
財
課

主
任
）
▽
市
民
福
祉
部
保
険
課
あ

っ
た
か
推
進
係
長
　
奥
隅
一
博

（
市
民
福
祉
部
保
険
課
主
任
）
▽
市

民
福
祉
部
保
険
課
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長
（
保
健
婦
）
黒
田

幸
（
市
民
福
祉
部
保
険
課
主
任

（
保
健
婦
））
▽
田
原
保
育
園
長
補

佐
　
藤
原
恵
子
（
田
原
保
育
園
主

任
保
育
士
）
▽
別
府
保
育
園
長
補

佐
　
多
田
政
代
（
別
府
保
育
園
主

任
保
育
士
）
▽
賀
茂
保
育
所
長
補

佐
　
霜
門
千
照
（
泉
第
三
保
育
所

長
補
佐
）
▽
北
条
西
保
育
所
長
補

佐
　
岸
本
和
子
（
賀
茂
保
育
所
主

任
保
育
士
）
▽
地
域
振
興
部
環
境

対
策
室
環
境
保
全
担
当
主
査
　
吉

田
あ
き
代
（
会
計
課
主
任
）
▽
地

域
振
興
部
商
工
観
光
課
ふ
る
さ
と

振
興
係
長
　
高
井
勝
仁
（
市
民
福

祉
部
社
会
福
祉
課
主
任
）
▽
地
域

振
興
部
農
林
共
済
課
農
業
共
済
係

長
　
後
藤
規
之
（
地
域
振
興
部
農

林
共
済
課
農
業
共
済
担
当
主
査
）

▽
地
域
振
興
部
農
村
整
備
課
耕
地

係
長
　
大
谷
賢
一
（
地
域
振
興
部

農
村
整
備
課
耕
地
担
当
主
査
）
▽

地
域
振
興
部
農
村
整
備
課
国
営
係

長
　
三
宅
貢
（
地
域
振
興
部
農
林

共
済
課
農
業
共
済
係
長
）
▽
都
市

整
備
部
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

長
　
吉
田
治
（
国
土
交
通
省
近
畿

地
方
整
備
局
）
▽
上
下
水
道
部
管

理
課
下
水
管
理
担
当
主
査
　
岩
崎

和
女
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

主
任
）
▽
上
下
水
道
部
工
務
課
施

設
係
長
　
桜
井
一
孔
（
上
下
水
道

部
工
務
課
施
設
担
当
主
査
）
▽
上

下
水
道
部
集
落
下
水
道
課
コ
ミ
プ

ラ
整
備
係
長
　
井
上
利
八
（
上
下

水
道
部
管
理
課
上
水
業
務
係
長
）

▽
消
防
本
部
予
防
課
査
察
･

指
導

係
長
　
大
西
康
弘
（
消
防
本
部
総

務
課
庶
務
係
長
）
▽
消
防
署
警
防

課
救
急
第
一
係
長
　
田
先
賢
三

（
消
防
署
警
防
課
救
急
第
二
係
長
兼

救
急
指
導
担
当
）
▽
消
防
署
警
防

課
救
急
第
二
係
長
兼
救
急
指
導
担

当
　
上
田
昌
善
（
消
防
署
南
分
署

警
防
第
二
係
長
）
▽
消
防
署
南
分

署
警
防
第
一
係
長
　
井
上
貞
寿

（
消
防
本
部
予
防
課
査
察
･

指
導
係

長
）
▽
消
防
署
南
分
署
警
防
第
二

係
長
　
小
西
優
司
（
消
防
署
警
防

課
救
急
第
一
係
長
兼
救
急
指
導
担

当
主
査
）
▽
教
育
委
員
会
総
務
課

教
育
情
報
推
進
係
長
　
森
川
尚
登

（
企
画
総
務
部
情
報
推
進
室
情
報
シ

ス
テ
ム
係
長
）
▽
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
青
少
年
育
成
係
長
　
森

井
和
喜
（
企
画
総
務
部
市
民
参
画

推
進
室
市
民
参
画
推
進
係
長
）
▽

教
育
委
員
会
人
権
教
育
推
進
室
指

導
主
事
　
本
玉
克
彦
（
兵
庫
県
教

育
委
員
会
）
▽
北
条
幼
稚
園
長
補

佐
　
和
田
陽
子
（
北
条
幼
稚
園
主

任
教
諭
）
▽
賀
茂
幼
稚
園
長
補
佐

西
村
幸
子
（
九
会
幼
稚
園
長
補
佐
）

▽
下
里
幼
稚
園
長
補
佐
　
藤
田
陽

子
（
富
田
幼
稚
園
主
任
教
諭
）

【
主
任
級
】

21
名

財
務
管
理
部
税
務
課
主
任
　
上

坂
淳
子
（
市
民
福
祉
部
市
民
課
主

任
）
▽
財
務
管
理
部
税
務
課
主
任

立
花
栄
子
（
市
民
福
祉
部
市
民
課

主
任
）
▽
市
民
福
祉
部
保
険
課
主

任
　
小
池
い
く
代
（
上
下
水
道
部

管
理
課
主
任
）
▽
市
民
福
祉
部
社

会
福
祉
課
主
任
　
別
府
克
紀
（
地

域
振
興
部
商
工
観
光
課
）
▽
市
民

福
祉
部
健
康
長
寿
課
主
任
　
西
面

ひ
と
み
（
市
民
福
祉
部
社
会
福
祉

課
主
任
）
▽
泉
第
一
保
育
所
保
育

士
主
任
　
井
上
貴
代
（
泉
第
三
保

育
所
保
育
士
主
任
）
▽
泉
第
三
保

育
所
主
任
保
育
士
　
柏
原
美
鈴

（
泉
第
一
保
育
所
保
育
士
主
任
）
▽

賀
茂
保
育
所
主
任
保
育
士
　
菅
野

順
子
（
賀
茂
保
育
所
保
育
士
主
任
）
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▽
地
域
振
興
部
農
林
共
済
課
主
任

今
西
利
夫
（
財
務
管
理
部
税
務
課

主
任
）
▽
土
地
改
良
区
協
議
会
へ

派
遣
（
農
村
整
備
課
付
主
任
）
桝

田
隆
章
（
土
地
改
良
区
協
議
会
へ

派
遣
（
農
村
整
備
課
付
主
任
））
▽

土
地
改
良
区
協
議
会
へ
派
遣
（
農

村
整
備
課
付
主
任
）
千
石
剛
（
土

地
改
良
区
協
議
会
へ
派
遣
（
農
村

整
備
課
付
主
任
））
▽
兵
庫
県
社
土

地
改
良
事
務
所
へ
派
遣
（
農
村
整

備
課
付
主
任
）
高
谷
浩
三
（
兵
庫

県
社
土
地
改
良
事
務
所
へ
派
遣

（
農
村
整
備
課
付
））
▽
兵
庫
県
社

土
木
事
務
所
へ
派
遣
（
土
木
課
付

主
任
）
井
上
英
文
（
兵
庫
県
社
土

木
事
務
所
へ
派
遣
（
土
木
課
付
主

任
））
▽
上
下
水
道
部
管
理
課
主
任

志
方
正
人
（
市
民
福
祉
部
保
険
課

主
任
）
▽
消
防
本
部
総
務
課
主
任

小
西
康
夫
（
消
防
署
警
防
課
主
任
）

▽
消
防
本
部
予
防
課
主
任
　
宇
仁

菅
修
（
消
防
署
警
防
課
）
▽
消
防

署
警
防
課
主
任
　
村
田
秀
樹
（
消

防
本
部
総
務
課
主
任
）
▽
会
計
課

主
任
　
山
野
京
子
（
企
画
総
務
部

秘
書
広
報
課
主
任
）
▽
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
主
任
　
高
井
し
げ

み
（
教
育
委
員
会
総
務
課
主
任
）

▽
富
田
幼
稚
園
主
任
教
諭
　
能
瀬

啓
子
（
賀
茂
幼
稚
園
主
任
教
諭
）

▽
九
会
幼
稚
園
主
任
教
諭
　
後
藤

則
子
（
下
里
幼
稚
園
主
任
教
諭
）

【
主
事
・
主
事
補
級
】

24
名

企
画
総
務
部
秘
書
広
報
課
　
本

多
朱
美
（
企
画
総
務
部
総
務
課
）

▽
企
画
総
務
部
総
務
課
　
柏
原
香

代
（
市
民
福
祉
部
保
険
課
）
▽
財

務
管
理
部
管
財
課
　
民
輪
幸
則

（
財
務
管
理
部
税
務
課
）
▽
財
務
管

理
部
税
務
課
　
中
本
一
男
（
市
民

福
祉
部
健
康
長
寿
課
）
▽
財
務
管

理
部
税
務
課
　
森
口
泰
吉
（
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
）
▽
市
民
福

祉
部
市
民
課
　
櫻
井
雄
一
郎
（
加

西
病
院
事
務
局
管
理
課
）
▽
市
民

福
祉
部
市
民
課
　
阿
木
佳
代
（
財

務
管
理
部
税
務
課
）
▽
田
原
保
育

園
保
育
士
　
三
木
ゆ
か
り
（
賀
茂

保
育
所
保
育
士
）
▽
賀
茂
保
育
所

保
育
士
　
松
本
妃
由
（
泉
第
一
保

育
所
保
育
士
）
▽
泉
第
一
保
育
所

保
育
士
　
高
橋
け
い
子
（
北
条
西

保
育
所
保
育
士
）
▽
地
域
振
興
部

農
村
整
備
課
　
岡
田
洋
一
（
土
地

改
良
区
協
議
会
へ
派
遣
（
農
村
整

備
課
付
））
▽
加
西
市
土
地
改
良
区

協
議
会
へ
派
遣
（
農
村
整
備
課
付
）

鈴
木
豊
寿
（
加
西
市
土
地
改
良
区

協
議
会
へ
派
遣
（
農
村
整
備
課
付
））

▽
都
市
整
備
部
市
街
地
整
備
課

高
見
和
哉
（
財
務
管
理
部
税
務
課
）

▽
上
下
水
道
部
管
理
課
　
中
井
孝

浩
（
兵
庫
県
市
町
振
興
課
へ
派
遣

（
上
下
水
道
部
管
理
課
付
））
▽
上

下
水
道
部
公
共
下
水
道
課
　
中
島

泰
秀
（
上
下
水
道
部
集
落
下
水
道

課
）
▽
上
下
水
道
部
集
落
下
水
道

課
　
北
川
陽
一
（
上
下
水
道
部
公

共
下
水
道
課
）
▽
消
防
署
総
務
課

付
　
藤
井
靖
典
（
消
防
署
北
分
署
）

▽
消
防
署
警
防
課
　
篠
田
仁
志

（
消
防
本
部
予
防
課
）
▽
消
防
署
警

防
課
　
中
川
聡
（
消
防
本
部
予
防

課
）
▽
消
防
署
警
防
課
　
石
井
鉄

哉
（
消
防
本
部
総
務
課
付
）
▽
消

防
署
北
分
署
　
藤
田
訓
宏
（
消
防

署
警
防
課
）
▽
北
条
東
幼
稚
園
教

諭
　
松
本
か
お
り
（
下
里
幼
稚
園

教
諭
）
▽
北
条
東
幼
稚
園
教
諭

千
石
和
加
子
（
日
吉
幼
稚
園
教
諭
）

▽
日
吉
幼
稚
園
教
諭
　
山
田
薫

（
北
条
東
幼
稚
園
教
諭
）

（
技
能
労
務
職
）

【
6
級
】

３
名

都
市
整
備
部
土
木
課
作
業
長

小
谷
善
通
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

作
業
長
）
▽
上
下
水
道
部
工
務
課

統
括
作
業
長
　
大
作
実
（
上
下
水

道
部
工
務
課
作
業
長
）
▽
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
作
業
長
　
榊
原
義
雄

（
都
市
整
備
部
土
木
課
作
業
班
長
）

【
5
級
】

５
名

地
域
振
興
部　
ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
副

所
長
心
得
（
収
集
担
当
）
村
田
利

正
（
地
域
振
興
部　
ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　

収
集
作
業
長
）
▽
地
域
振
興
部　
ク　

リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
副
所
長
心
得
（
処

理
担
当
）
増
田
正
晴
（
地
域
振
興

部　
ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
処
理
作
業
長
）

▽
都
市
整
備
部
土
木
課
処
理
班
長

古
角
和
則
（
都
市
整
備
部
土
木
課

処
理
班
長
）
▽
上
下
水
道
部
衛
生　

セ　
ン　
タ　
ー　
副
所
長
心
得
（
収
集
担
当
）

内
山
幸
治
郎
（
上
下
水
道
部
衛
生　

セ　
ン　
タ　
ー　
処
理
作
業
長
）
▽
加
西
病

院
事
務
局
栄
養
課
調
理
長
　
鈴
木

昭
夫
（
加
西
病
院
事
務
局
栄
養
課

主
任
調
理
師
）

【
4
級
】

10
名

都
市
施
設
公
社
ヘ
派
遣
（
企
画

総
務
部
総
務
課
付
業
務
班
長
）
柴

田
正
二
（
都
市
施
設
公
社
ヘ
派
遣

（
企
画
総
務
部
総
務
課
付
業
務
班

長
）
）
▽
都
市
施
設
公
社
ヘ
派
遣

（
企
画
総
務
部
総
務
課
付
業
務
班

長
）
小
谷
裕
（
上
下
水
道
部
衛
生　

セ　
ン　
タ　
ー　
処
理
班
長
）
▽
別
府
保
育

園
調
理
員
　
高
見
あ
や
み
（
北
条

西
保
育
所
調
理
員
）
▽
地
域
振
興

部　
ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
収
集
班
長
　
上

原
正
憲
（
地
域
振
興
部　
ク　
リ　
ー　
ン　
セ　

ン　
タ　
ー　
（
自
動
車
運
転
員
））
▽
地

域
振
興
部　
ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
収
集
班

長
　
小
東
清
治
（
地
域
振
興
部　
ク　

リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
（
自
動
車
運
転
員
））

▽
加
西
病
院
中
央
検
査
科
補
助
員

山
本
久
美
子
（
加
西
病
院
中
央
放

射
線
科
補
助
員
）
▽
加
西
病
院
中

央
放
射
線
科
補
助
員
　
松
末
増
美

（
加
西
病
院　
リ　
ハ　
ビ　
リ　
テ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
科
補

助
員
）
▽
加
西
病
院　
リ　
ハ　
ビ　
リ　
テ　
ー　

シ　
ョ　
ン　
科
補
助
員
　
三
船
輝
美
（
加

西
病
院
中
央
検
査
科
補
助
員
）
▽

加
西
病
院
事
務
局
栄
養
課
主
任
調

理
師
　
国
田
緋
沙
子
（
加
西
病
院

事
務
局
栄
養
課
調
理
師
）
▽
学
校

給
食　
セ　
ン　
タ　
ー　
（
調
理
員
）
高
見
藤

喜
（
加
西
病
院
事
務
局
栄
養
課
調

理
師
）

【
3
級
】

３
名

社
会
福
祉
協
議
会
へ
派
遣
（
社

会
福
祉
課
付
）
竹
名
悦
乃
（
社
会

福
祉
協
議
会
へ
派
遣
（
社
会
福
祉

課
付
））
▽
北
条
西
保
育
所
調
理
員

河
合
則
子
（
別
府
保
育
園
調
理
員
）

▽
加
西
病
院
事
務
局
栄
養
課
調
理

師
　
石
野
恵
子
（
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
（
調
理
員
））

（
医
療
職
一
）

５
名

加
西
病
院
副
院
長
（
内
科
）
兼

地
域
医
療
室
長
　
山
邊
裕
▽
加
西

病
院
内
科
部
長
（
総
合
診
療
科
担

当
）
山
谷
利
幸
（
加
西
病
院
内
科
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副
部
長
）
▽
加
西
病
院
整
形
外
科

医
長
　
松
田
清
嗣
（
加
西
病
院
整

形
外
科
医
員
）
▽
加
西
病
院
産
婦

人
科
医
長
　
岡
田
十
三
▽
加
西
病

院
麻
酔
科
医
長
　
松
田
雅
子
（
加

西
病
院
麻
酔
科
医
員
）

（
医
療
職
二
）

３
名

加
西
病
院
薬
剤
部
長
　
板
村
享

典
（
加
西
病
院
薬
剤
部
科
長
）
▽

加
西
病
院
中
央
検
査
科
副
科
長

井
藤
道
博
（
加
西
病
院
中
央
検
査

科
主
任
技
師
）
▽
加
西
病
院
中
央

放
射
線
科
副
科
長
　
立
岩
文
吾

（
加
西
病
院
中
央
放
射
線
科
主
任
技

師
）

（
医
療
職
三
）

１
名

加
西
病
院
看
護
部
主
任
看
護
婦

北
村
和
恵
（
加
西
病
院
看
護
部
看

護
婦
）

【
新
採
用
者
】

（
行
政
職
）

６
名

企
画
総
務
部
総
務
課
　
神
戸
克

則
（
関
西
大
学
）
▽
財
務
管
理
部

税
務
課
　
上
月
善
彦
（
甲
南
大
学
）

▽
市
民
福
祉
部
保
険
課
　
宮
永
理

加
（
奈
良
女
子
大
学
）
▽
市
民
福

祉
部
社
会
福
祉
課
　
井
上
富
美
子

（
大
阪
大
学
）
▽
北
条
西
保
育
所
保

育
士
　
宇
仁
あ
い
（
兵
庫
大
学
）

▽
消
防
本
部
総
務
課
付
　
梶
原
大

介
（
社
高
校
）

（
医
療
職
三
）

３
名

加
西
病
院
看
護
部
　
福
岡
園
子

▽
加
西
病
院
看
護
部
　
大
寺
由
里

子
▽
加
西
病
院
看
護
部
　
田
上
茜

【
平
成
13
年
3
月
31
日
付
退
職
】

（
行
政
職
）

13
名

藤
元
昇
（
理
事
（
市
民
参
画
・

市
史
担
当
）
）
▽
田
野
操
（
理
事

（
環
境
担
当
））
▽
豊
田
正
幸
（
加

西
病
院
事
務
局
長
）
▽
藤
原
慈
徳

（
市
参
事
、
企
画
総
務
部
市
史
編
集

室
長
）
▽
前
田
敏
幸
（
地
域
振
興

部
次
長
（
環
境
担
当
）
兼　
ク　
リ　
ー　
ン　

セ　
ン　
タ　
ー　
所
長
）
▽
辻
祥
行
（
財
務

管
理
部
参
事
兼
事
業
検
査
担
当
）

▽
小
路
重
徳
（
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
長
）
▽
桑
田
雅
彦
（
企
画

総
務
部
企
画
調
整
課
長
補
佐
（
企

画
調
整
担
当
））
▽
増
田
光
紀
（
日

吉
保
育
園
長
）
▽
金
田
博
子
（
地

域
振
興
部
環
境
対
策
室
ご
み
対
策

係
長
）
▽
岩
本
明
久
（
都
市
整
備

部
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係
長
）

▽
金
田
政
博
（
教
育
委
員
会
人
権

教
育
推
進
室
指
導
主
事
）
▽
福
田

あ
か
り
（
田
原
保
育
園
保
育
士
）

（
技
能
労
務
職
）

３
名

松
本
平
（
地
域
振
興
部　
ク　
リ　
ー　
ン　

セ　
ン　
タ　
ー　
副
所
長
（
収
集
担
当
）
）

▽
上
原
征
幸
（
上
下
水
道
部
衛
生　

セ　
ン　
タ　
ー　
副
所
長
（
収
集
担
当
）
）

▽
田
中
正
男
（
都
市
整
備
部
土
木

課
処
理
班
長
）

（
医
療
職
一
）

２
名

古
田
豊
（
加
西
病
院
副
院
長

（
内
科
））
▽
山
本
英
雄
（
加
西
病

院
精
神
科
医
長
）

（
医
療
職
二
）

１
名

遠
藤
裕
美
（
加
西
病
院　
リ　
ハ　
ビ　
リ　

テ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
科
作
業
療
法
士
）

（
医
療
職
三
）

４
名

有
方
登
美
子
（
加
西
病
院
看
護

部
准
看
護
婦
）
▽
深
田
と
き
子

（
加
西
病
院
看
護
部
准
看
護
婦
）
▽

中
右
鈴
美
（
加
西
病
院
看
護
部
准

看
護
婦
）
▽
石
川
亜
矢
（
加
西
病

院
看
護
部
看
護
婦
）

固定資産税全期分及び
第1期分の納期限は

55 月11日（火）です。

平成13年度

納期内完納にご協力をお願いします。
問合先 税務課（電話42-8713）

平成13年度加西市税等の納期限一覧表を、ご紹介

します。

納税には便利な口座振替をお勧めします。口座振

替を希望される方は、市内各金融機関備付けの申請

書で申し込みください。

★問合先 税務課収税係（電話42-８７１２）

税務課からのお知らせ税務課からのお知らせ税務課からのお知らせ税務課からのお知らせ税務課からのお知らせ税務課からのお知らせ税務課からのお知らせ税務課からのお知らせ税務課からのお知らせ税務課からのお知らせ税務課からのお知らせ税務課からのお知らせ税務課からのお知らせ税務課からのお知らせ税務課からのお知らせ税務課からのお知らせ税務課からのお知らせ税務課からのお知らせ税務課からのお知らせ税務課からのお知らせ税務課からのお知らせ

種別
納付の期限 市県民税

全・1期

2 期

3 期

4 期

全・1期

2 期

3 期

4 期

全　期

1 期
2 期
3 期
4 期
5 期
6 期
7 期
8 期

1 期
2 期
3 期
4 期
5 期
6 期
7 期
8 期

固定資産税 軽自動車税 国民健康保険税 介護保険料.（普通徴収）

平成13年 5月 1日（火）
平成13年 5月31日（木）
平成13年 7月 2日（月）
平成13年 7月31日（火）
平成13年 8月31日（金）
平成13年10月 1日（月）
平成13年10月31日（水）
平成13年11月30日（金）
平成13年12月25日（火）
平成14年 1月31日（木）
平成14年 2月28日（木）

新入職員を代表して、宮永理加が決意表明
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☆
市
民
参
画
推
進
懇
話
会
委
員

市
民
参
画
推
進
計
画
に
つ
い
て

提
言
い
た
だ
き
ま
す
。

☆
男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員

男
女
共
同
参
画
行
動
計
画
に
つ

い
て
答
申
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
員

各
５
名
以
内

任
　
期

６
月
〜
来
年
３
月　
（
予
定
）

応
募
資
格

20
歳
以
上
の
加
西
市
民

応
募
方
法

５
月
10
日

（木）
ま
で

に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
・
応
募　
の　
動
機　
（　
４

０
０
字
以
内
）　
を　
記
入　
し　
、　
郵
送
・

・
持
参　
の　
い　
ず
れ　
か　
で　
市
民
参

画
推
進
室
（
電
話
42
│
８
７
５
１
・

）

ま
で

※
会
議
は
市
民
参
画
推
進
懇
話
会

委
員
が
平
日
夜
間
５
回
、
男
女

共
同
参
画
審
議
会
委
員
が
平
日

昼
間
５
回
で
す
。

市
民
委
員
募
集

インターネットの急速な普及の中、この講習では、

初心者向けに誰でもインターネットが使えるように

なるための必要な基礎技能を習得することができま

す。是非、この機会にふるってご参加ください。

1．募集対象 県内在住の2 0歳以上の方（すでに

受講された方を除く）

2．前提知識 特に必要ありません。

3．内　　容 ・パソコンの基本操作

・文書作成

・インターネット利用

・電子メールの送受信

4．受 講 料 無料

※テキストを持ち帰る方は実費1,000円が必要。

5．講習時間 １コース12時間（３時間×４回）

※必ず同一コース内で４回継続して受講してください。

6．日時・場所 次ページ開催コース一覧表のとおり。

7．定　　員 各コースとも20名（計420名）

市民インターネット講習は、来年３月までに本

年度64コースの開催を予定しております。

夏休み以降の4 3コースの計画は広報かさい６

月号でお知らせする予定です。

8．申込方法

� 各コース初回開催日の1 0日前までにコース

番号・氏名・住所・年齢・電話番号等を下記申

込先に電話又はＦＡＸでお申込みください。

� ＦＡＸでのお申込は仮受付とさせていただき

ますので、第３希望コースまでご記入いただき、

必ず翌日以降１週間以内にご確認のお電話をく

ださい。なお、ＦＡＸによる申込みは１名様に

つき１枚でお送りください。

� 先着順受付で、受講いただける方には、開催

日の１週間前までに受講案内をお送りします。

申込先・問合先　加西インターネット講習予約センター

＜4月20日受付開始＞

電話49-9550 ファックス49-9551
（受付時間は土・日・休日を除く平日８：3 0～

1 2：0 0、1 3：0 0～1 7：1 5です。受付開始日は、電
話・ＦＡＸともかかりにくい状態が予想されます。話中の場
合はしばらく時間をおいてダイヤルしてください。）

≪ 主催 ≫ 加西市・加西市教育委員会
企画総務部情報推進室（電話42-8703）
教育委員会生涯学習課（電話42-8772）

●
都
市
計
画
区
域
外
で
１
ha
以
上

の
開
発
に
は
開
発
許
可
（
技
術

基
準
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
既
存
宅
地
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま

す
。

☆
既
存
宅
地
の
確
認
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
は
、
速
や
か
に
申
請

手
続
き
を
!

●
既
存
宅
地
廃
止
に
は
、
経
過
措

置
が
と
ら
れ
ま
す
。

①
改
正
法
施
行
日
前
に
既
存
宅

地
の
確
認
を
受
け
た
土
地
に
つ
い

て
は
、
改
正
法
施
行
日
か
ら
５
年

以
内
に
、
②
改
正
法
施
行
日
前
に

既
存
宅
地
の
確
認
申
請
を
行
い
、

施
行
日
以
降
に
確
認
を
受
け
た
土

地
に
つ
い
て
は
、
確
認
を
受
け
た

日
か
ら
５
年
以
内
に
、
自
己
の
居

住
又
は
業
務
用
の
建
築
物
の
新
築
、

改
築
又
は
用
途
の
変
更
を
行
う
場

合
に
限
り
既
存
宅
地
確
認
は
有
効

で
す
。

●
改
正
法
の
施
行
日
は
平
成
13
年

５
月
18
日
の
予
定
で
す
。

問
合
先

北
播
磨
県
民
局
建
築
課

（
電
話
０
７
９
５
│
42
│
９
４
０
９
）

ま
た
は
市
都
市
計
画
課
（
電
話
42
│

８
７
５
３
）

都
市
計
画
法
が　
変　
わ　
り
ま　
す

夢

咲

か

そ

う
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初夏コース〔4月20日（金）受付開始〕（講習時間帯）午前 9：00～12：00 午後 1：30～4：30 夜 6：30～9：30

コース

番号

5

タイプ

毎 火 曜 夜

月

5月

第1回目

8（火）夜 15（火）夜 22（火）夜 29（火）夜 北部公民館

6 毎木曜午後 5月 10（木）午後 17（木）午後 24（木）午後 31（木）午後 善防公民館

7 毎 木 曜 夜 5月 10（木）夜 17（木）夜 24（木）夜 31（木）夜 善防公民館

8 毎 金 曜 夜 5月 11（金）夜 18（金）夜 25（金）夜 6／1（金）夜 北部公民館

9 毎土曜午前 5月 12（土）午前 19（土）午前 26（土）午前 6／2（土）午前 北部公民館

10 毎土曜午後 5月 12（土）午後 19（土）午後 26（土）午後 6／2（土）午後 日吉小学校

11 毎日曜午前 5月 13（日）午前 20（日）午前 27（日）午前 6／3（日）午前 善防公民館

12 毎 火 曜 夜 6月 5（火）夜 12（火）夜 19（火）夜 26（火）夜 北部公民館

13 毎木曜午後 6月 7（木）午後 14（木）午後 21（木）午後 28（木）午後 善防公民館

14 毎 木 曜 夜 6月 7（木）夜 14（木）夜 21（木）夜 28（木）夜 善防公民館

15 毎 金 曜 夜 6月 8（金）夜 15（金）夜 22（金）夜 29（金）夜 北部公民館

16 毎土曜午前 6月 9（土）午前 16（土）午前 23（土）午前 30（土）午前 北部公民館

17 毎土曜午後 6月 9（土）午後 16（土）午後 23（土）午後 30（土）午後 富合小学校

18 毎日曜午前 6月 10（日）午前 17（日）午前 24（日）午前 7／1（日）午前 善防公民館

19 毎 火 曜 夜 7月 3（火）夜 10（火）夜 17（火）夜 24（火）夜 北部公民館

20 毎木曜午後 7月 5（木）午後 12（木）午後 19（木）午後 26（木）午後 善防公民館

21 毎 木 曜 夜 7月 5（木）夜 12（木）夜 19（木）夜 26（木）夜 善防公民館

22 毎 金 曜 夜 7月 6（金）夜 13（金）夜 20（金）夜 27（金）夜 北部公民館

23 毎土曜午前 7月 7（土）午前 14（土）午前 21（土）午前 28（土）午前 北部公民館

24 毎土曜午後 7月 7（土）午後 14（土）午後 21（土）午後 28（土）午後 北条東小学校

25 毎日祝午前 7月 8（日）午前 15（日）午前 20（金）午前 22（日）午前 善防公民館

第2回目 第3回目 第4回目

開　催　日　・　時　間　帯
場　　所

《ご案内》県立学校の開催コース
上記コースのほか、市内では県立北条高校（電話4 8 - 2 3 1 1）・播磨農業高校（電話4 2 - 1 0 5 0）でも同様の内

容の講習が開催される予定です。詳しくは各主催者までお問い合わせください。

【種　目】
①中学男子 1年 1 0 0 m 2 . 3年1 0 0・2 0 0・8 0 0 m 1年

1 5 0 0 m 2 . 3年1 5 0 0・3 0 0 0 m 走高跳　走幅跳　砲丸投
（4kg）

②中学女子 1年1 0 0 m 2 . 3年1 00・2 0 0 m 1年1 5 0 0 m 2 . 3
年1500m 走高跳　走幅跳　砲丸投（2.72kg）

③一般男子（高校生を含む）100 ・ 2 0 0・4 0 0・8 0 0・
1 5 0 0・5 0 0 0 m 走高跳　走幅跳　三段跳　砲丸投

（5.4kg）
④一般女子 1 0 0・2 0 0・1 5 0 0 m 走高跳　走幅跳　砲丸

投（4kg）
⑤少年少女（小学生）1年5 0 m 2年5 0 m 3年5 0 m 4年

1 0 0 m 5年1 0 0 m 6年1 0 0・8 0 0 m 走幅跳 ソフトボー
ル投　4年4×1 0 0mリレー 5年4×1 0 0mリレー 6年4×
100mリレー

※1  800m・走幅跳・ソフトボール投は4年生以上に限る。
※2  800mと4×100mリレーはタイムレースでおこなう。

⑥壮年男子（3 5歳以上）4 9歳以下 1 0 0 m 5 0歳以上
100・3000m 走幅跳　砲丸投（4kg）

⑦壮年女子（30歳以上）100・1500m
◎年齢別種目は平成13年4月1日現在の満年齢とする。

【参加資格】市内に居住、通勤、通学している方

【参加制限】少年少女4～6年生は1人２種目以内（リレーを
除く）。1～3年生は1人1種目

【参加費】高校生以上・1人 4 0 0円（2種目以内）3種目以
上の場合 8 0 0円　中学生・1人 2 0 0円（2種目以内）3種
目以上の場合 400円　少年少女・4～6年生1人 200円（2
種目以内）、1～3年生1人 100円（1種目）、リレー・1チー
ム400円　※大会当日に納入してください。

【参加申込】５月２日（水）までに所定の申込用紙もしく
はハガキに種目・住所・電話番号を明記の上、〒
6 7 5－2 3 0 3 北条町古坂8 8 2－1 4 加西市陸上競技協会
植田正吾まで（電話42-３２５３）

【締　　切】５月２日（水）必着

【問 合 先】教育委員会体育保健課（電話42-８７７３）
【雨天時の問合先　善防中学校（電話48-２１８８）】

５月20日（日）加西中学校（電話49-０２００）



富田会館竣工

思い出いっぱいのホームステイ
―プルマン中高生親善訪問団―

　3月18日（日）から24日（土）の間、プ

ルマンからの中高生は全泊を市内の家庭でホ

ームステイしました。新しい家族と過ごし、

日本人の普通の生活にふれた一週間でした。

　3月18日（日）、かねてから建築中の

富田会館が完成し、竣工式が行われました。

今後は地域交流活動の中心として活用が

期待されます。

Town Topics Town Topics

―やめて！ごみの不法投棄―
若井町がごみ掃除
　若井町から市川町へとぬける県道市川

滝野線（釜坂峠付近）沿いで、ごみの不

法投棄が続いています。3月25日（日）、

見かねた上若井町（小篠哲区長）の方々

が、ごみの回収すると2トントラック6

台分もの量に！

　4月から家電リサイクル法も施行され、

市内全域で同様の被害が懸念されます。

不法投棄の現場を目撃したら警察または

市環境対策室（TEL42－8730）へ連

絡を。

―高齢者無事故運動―
宇仁校区が優良団体に
　高齢者の事故をなくそうと

昨年9月から半年間実施され

た「高齢者者交通事故絶滅・

無事故運動」に積極的に取り

組まれた市老人クラブ宇仁校

区が、優良団体に選ばれまし

た。

Town TopicsTown Topics
タウントピックスタウントピックス
まちの話題

着物を着てご近所の方と
やっぱり一家団欒の食事が一番！

代表として表彰を受ける志方敏之国正長老人クラブ会長

雨の中での作業

家族そろって陶芸に挑戦。

4
年
越
し
の
交
流
が
続
く
中
植
良
一
さ
ん

一
家
と
マ
イ
ナ
ー
ト
家
。
キ
ム
さ
ん
（
写
真

左
か
ら
3
人
目
）
は
2
度
目
の
来
訪
。

お
ひ
な
さ
ま
の
前
で
記
念
撮
影
。

エ
リ
ザ
ベ
ス
さ
ん
（
写
真
中
央
）

も
２
度
目
の
来
訪
。
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市民劇団「大きな木」はりま石舞台にむけ猛練習

　3月30日（土）市道

高室市村線が開通しまし

た。駅前再開発事業とあ

いまって、県道三木山崎

線の渋滞緩和が期待され

ます。

―家族で楽しく―
トリムファミリー駅伝競走大会

Town Topics Town Topics

タウントピックス…………………………まちの話題

　5月12日（土）、高砂市の石切り場を特設ステージとして開催される「はりま

石舞台」で公演を行う市民劇団「大きな木」。殺陣の練習にも気合が入ります。

開演／午後6時、入場料2,500円（当日3,000円）

この公演に関するお問合せは、劇団事務局TEL42－2723

滝野の藤原さんに「愛の詩賞」

高室市村線開通

　3月16日（金）、富合小学校の4年生16

人は、川の環境を考える学習の一環とし

てかねてから飼育していたホタルの幼虫

を学校近くの万願寺川に放流しました。

また児童たちは、この学習の成果をまと

めたチラシを校区内にも配布し、環境保

全も訴えています。

富合小児童がホタルの
幼虫を放流

　全国公募で行った「愛の詩」の募集に、アメリカ、香港をはじめ

国内45都道府県から、昨年を大幅に上回る1500点の応募があり

ました。入賞作品21点は加西市ホームページで紹介しています。

主な入賞者は次のとおりです。（敬称略）

愛の詩賞／藤原雅子（滝野）優秀賞／今野芳彦（秋田県）、益田真栄（西脇

市）、原　一也（茨城県）根日女賞／三ケ尻さと子（福岡市）

国際ソロプチミスト加西賞／宇高奈津美（若井町）

国際ソロプチミスト加西特別賞／潤子マーティンソン（米国）

　3月11日（日）かさい日本語クラスでは、

普段日本語を教えてもらっている日本人の

ボランティアの方々に、自国の料理を楽し

んでもらおうと多国籍料理教室が開催され

ました。出来上がった5カ国13皿にみんな

で舌鼓を打ちました。

　かさい日本語クラスでは、受講生と授業

を手伝っていただくボランティアを募集し

ています。問合先　加西市都市親善友好協会

TEL42－8701

多国籍料理教室
―かさい日本語クラス―

　3月11日（日）、善防中学校周辺コースで第25回トリム

ファミリー駅伝競走大会が行われ、ショートとロングの２つ

のコースに分かれ、家族やグループが春の駅伝に挑戦しました。

親
子
で
た
す
き
リ
レ
ー

受賞者のみなさん
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12

４
月
か
ら
善
防
保
育
所
に
て
在

宅
児
を
対
象
に
、
保
護
者
同
伴
の

体
験
保
育
や
地
域
の
子
育
て
家
庭

等
に
対
す
る
育
児
不
安
等
に
つ
い

て
の
相
談
指
導
を
行
い
ま
す
。（
子

育
て
講
座
、
育
児
グ
ル
ー
プ
へ
の

支
援
）

詳
細
は
善
防
保
育
所
ま
で

（
電
話
48
│
３
７
６
５
）

４
月
か
ら
一
時
保
育
（
有
料
）

を
行
い
ま
す
。

保
護
者
の
就
労
形
態
な
ど
に
よ

り
一
時
的
に
保
育
が
必
要
な
場
合

や
（
週
３
日
程
度
）、
保
護
者
の
傷

病
、
入
院
等
に
よ
り
一
時
的
に
保

育
が
必
要
な
場
合
（
最
長
１
ヶ
月
）、

保
護
者
の
育
児
疲
れ
解
消
等
私
的

な
理
由
で
一
時
的
に
保
育
が
必
要

な
場
合
（
１
日
）
に
利
用
で
き
ま

す
。申

し
込
み
は
直
接
次
の
保
育
園

ま
で

一
時
保
育

子
育　
て　
ゆ　
と　
り　

創
造　
セ　
ン　
タ　
ー

★
富
田
保
育
所

電
話
42
│
１
５
９
２

★
多
聞
保
育
園

電
話
48
│
２
３
８
３

★
善
防
保
育
所

電
話
48
│
３
７
６
５

４
月
か
ら
公
立
保
育
所
全
園
で

午
後
６
時
ま
で
（
北
条
西
保
育
所

の
み
午
後
６
時
30
分
ま
で
）
無
料

で
延
長
保
育
を
行
い
ま
す
。（
私
立

保
育
所
は
午
後
７
時
ま
で
）

保
護
者
の
就
労
形
態
等
に
よ
り

延
長
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
各
保

育
園
で
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。（
別
途
申
請
書
証
明
書
が
必
要
）

問
合
先

社
会
福
祉
課
女
性
児
童

係
（
電
話
42
│
８
７
２
６
）

延
長
保
育

保保
育育
園　園　
か　か　
ら　ら　
の　の　
お　お　
知知
ら　ら　
せせ

家
庭
か
ら
出
る
紙
類
、

木
く
ず
類
を
燃
や
し
て
い

る
の
で
す
が
、
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
か
？

焼
却
は
で
き
ま
せ
ん
。

ご
み
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
紙
類
（
新
聞
紙
、

雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
等
資
源
ご
み
）

は
、
美
バ
ー
ス
デ
ー
（
廃
品
回
収
）

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

裏　
が　
山　
に　
な　
っ　
て　
い　
ま

す
。　
落
ち
葉　
で　
困　
っ　
て　
い　

ま
す
。　
焼
却　
は　
駄
目
な　
の　
で　
し　
ょ　

う
か　
？　
。　
ま　
た　
、　
庭　
の　
植
木　
の　
落
ち

葉　
は　
ど
う
な　
る　
の　
で　
し　
ょ　
う
か　
？　

山
か
ら
の
落
ち
葉
を
燃

や
す
こ
と
は
か
ま
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
そ
こ
へ
ご
み
を
入

れ
て
い
っ
し
ょ
に
燃
や
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
落
ち
葉
は
堆
肥
と

し
て
有
効
的
な
利
用
も
お
願
い
し

ま
す
。

庭　
の　
植
木　
の　
落　
ち　
葉
、　
剪
定　
に　
伴

う
枝　
は　
燃　
や　
し　
て　
は　
い　
け　
ま　
せ　
ん　
。

会
社
、
店
舗
か
ら
出
る

ご
み
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
で
し
ょ
う
か
？

事
業
系
一
般
廃
棄
物
に

該
当
し
ま
す
。
一
般
廃
棄

物
収
集
業
者
へ
処
理
を
委
託
す
る

か
、
直
接
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
し
て

い
ま
す
。
寒
い
の
で
木
を

燃
や
し
て
暖
ま
っ
て
も
い
い
で
し

ょ
う
か
？

暖
を
と
る
た
め
に
少
し

の
木
々
を
燃
や
す
の
は
か

ま
い
ま
せ
ん
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

は
燃
や
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
場
合
、
野
外
焼

却
し
て
も
法
律
に
触
れ
な

い
の
で
し
ょ
う
か
？

昔
か
ら
の
行
事
、
神
事

に
伴
う
も
の
、
と
ん
ど
焼

き
、
不
要
に
な
っ
た
門
松
、　
し　
め　
縄　

（
樹
脂
製　
は　
不
可
）　
等　
の　
焼
却
、　
キ　
ャ　

ン　
プ　
フ　
ァ　
イ　
ヤ　
ー　
、　
た　
め　
池　
の　
堤
防
、　

畦
焼
き　
等　
は　
認　
め　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す
。

そ　
の　
他
、　
こ　
ん　
な　
場
合　

は　
ど
う
な　
る　
の　
か　
、　
ど　
こ　

へ　
聞　
け　
ば　
い　
い　
の　
で　
し　
ょ　
う
か　
？　

市
役
所
環
境
対
策
室
ご

み
対
策
係　
（
電
話
42
│　
８　
７　

３　
０　
）　
ま　
で　
問　
い　
合　
わ　
せ　
く　
だ　
さ　
い　
。

市
民　
み　
ん　
な　
で　
注
意
し
、　

美
し　
い　
街　
づ　
く　
り
を
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。

市
民　
み　
ん　
な　
で　
注
意
し
、　

美
し　
い　
街　
づ　
く　
り
を
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。

市
民　
み　
ん　
な　
で　
注
意
し
、　

美
し　
い　
街　
づ　
く　
り
を
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。

市
民　
み　
ん　
な　
で　
注
意
し
、　

美
し　
い　
街　
づ　
く　
り
を
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。

市
民　
み　
ん　
な　
で　
注
意
し
、　

美
し　
い　
街　
づ　
く　
り
を
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。

市
民　
み　
ん　
な　
で　
注
意
し
、　

美
し　
い　
街　
づ　
く　
り
を
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。

市
民　
み　
ん　
な　
で　
注
意
し
、　

美
し　
い　
街　
づ　
く　
り
を
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。

市
民　
み　
ん　
な　
で　
注
意
し
、　

美
し　
い　
街　
づ　
く　
り
を
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。

市
民　
み　
ん　
な　
で　
注
意
し
、　

美
し　
い　
街　
づ　
く　
り
を
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。

市
民　
み　
ん　
な　
で　
注
意
し
、　

美
し　
い　
街　
づ　
く　
り
を
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。

市
民　
み　
ん　
な　
で　
注
意
し
、　

美
し　
い　
街　
づ　
く　
り
を
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。

市
民　
み　
ん　
な　
で　
注
意
し
、　

美
し　
い　
街　
づ　
く　
り
を
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。

市
民　
み　
ん　
な　
で　
注
意
し
、　

美
し　
い　
街　
づ　
く　
り
を
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。

市
民　
み　
ん　
な　
で　
注
意
し
、　

美
し　
い　
街　
づ　
く　
り
を
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。

市
民　
み　
ん　
な　
で　
注
意
し
、　

美
し　
い　
街　
づ　
く　
り
を
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。

市
民　
み　
ん　
な　
で　
注
意
し
、　

美
し　
い　
街　
づ　
く　
り
を
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。

市
民　
み　
ん　
な　
で　
注
意
し
、　

美
し　
い　
街　
づ　
く　
り
を
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。

市
民　
み　
ん　
な　
で　
注
意
し
、　

美
し　
い　
街　
づ　
く　
り
を
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。

市
民　
み　
ん　
な　
で　
注
意
し
、　

美
し　
い　
街　
づ　
く　
り
を
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。

市
民　
み　
ん　
な　
で　
注
意
し
、　

美
し　
い　
街　
づ　
く　
り
を
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。

市
民　
み　
ん　
な　
で　
注
意
し
、　

美
し　
い　
街　
づ　
く　
り
を
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。

市
民　
み　
ん　
な　
で　
注
意
し
、　

美
し　
い　
街　
づ　
く　
り
を
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。

市
民　
み　
ん　
な　
で　
注
意
し
、　

美
し　
い　
街　
づ　
く　
り
を
し　
ま　
し　
ょ　
う　
。

４
月
１
日
か
ら
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
の
一

部
が
改
正
さ
れ
野
外
で
の
廃
棄
物
の
焼
却
（
野
焼
き
）
が
禁
止
さ
れ
、

違
反
す
る
と
直
罰
で
３
年
以
下
の
懲
役
、
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
又

は
こ
の
併
科
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
次
の
よ
う
な
場

合
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？
。

ごみ
Ｑ＆Ａ

QAQA

QA

AA

Q

QQA
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３
月
26
日

（月）
か
ら
５
日
間
、
点

字
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
方
を
対
象
に
、
点
字

の
基
本
か
ら
学
び
ま
し
た
。
参
加

者
は
14
名
。
親
子
で
の
参
加
も
あ

り
、
和
気
あ
い
あ
い
な
雰
囲
気
の

中
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
実
際
に

点
字
板
に
向
か
う
と
、
ポ
ツ
ポ
ツ

と
点
字
を
打
つ
音
だ
け
が
響
き
、

真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
ポ
ツ
ポ
ツ
…
…
慣
れ
て

く
る
と
こ
の
感
触
が
楽
し
く
な
っ

て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
、
皆
さ
ん

と
て
も
早
く
打
て
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

点
字
は
視
覚
障
害
者
の
方
々
の

大
切
な
文
字
な
の
で
、
今
後
も
続

け
て
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

加
西　
で　
生　
ま　
れ　
加
西　
か　
ら　
広　
が　
る　
日
本　
の　
新　
し　
い　
文
芸

型　
に　
と　
ら　
わ　
れ　
ず
自
由　
に　
心　
の　
ま　
ま　
を　
表
現　
す　
る

詰
ま
り
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

◎
消
火
器
に
貼
っ
て
あ
る
ラ
ベ
ル

の
取
扱
い
の
注
意
書
に
従
っ
て

今
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

古
い
消
火
器
や
不
要
に
な
っ
た

消
火
器
は
、
事
故
防
止
の
た
め
中

身
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
お
買
い

求
め
に
な
っ
た
販
売
店
か
専
門
業

者
に
引
き
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
４
日

曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
も
受
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
時
間
・
場
所
等
は
消
防

本
部
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

修
了
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市

民
救
命
士
）
を
受
講
し
て
か
ら
３

年
を
経
過
さ
れ
た
方
は
、
救
命
技

能
を
維
持
向
上
す
る
た
め
に
、
再

講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
の
時
の
為
に
一
家
に
一

人
は
応
急
手
当
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
加
西
市
消
防
本
部　
（
電
話

42
│
０　
１　
１　
９　
）　
警
防
課
救
急
係
ま
で
。

応
急
手
当　
を　
覚　
え　

市
民
救
命
士　
に　
な　
り　
ま　
し　
ょ　
う

☆
ハ　
ー　
ト　
to
ハ　
ー　
ト　
講
習
会

2
月
の　
受
講
者

〔
新
規
受
講
者
　
　
　
　

44
名
〕　

（
北
条
・
富
田
校
区
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
　
　
　
　
　

29
名
）

▽
熊
倉
右
子
･

桝
田
珠
子
・
浅
野

裕
子
・
藤
原
絹
代
・
大
西
千
鶴

恵
・
藤
井
美
江
子
・
西
門
明
美
・

竹
内
宏
枝
・
高
次
輝
子
・
井
上
文

代
・
長
谷
鈴
代
・
菅
原
恵
子
・
野

田
静
子
・
木
村
典
子
・
大
谷
恵

子
・
衣
笠
ま
す
み
・
松
田
克
子
・

山
岡
ひ
と
み
・
荒
木
ス
ミ
エ
・
荒

木
福
子
・
岡
美
由
紀
・
定
行
裕

美
・
中
右
純
子
・
尾
国
昇
子
・
田

中
淳
子
・
松
田
弥
生
・
石
節
子
・

宮
永
和
代
・
河
原
節
子
　
　
　
　
　
　

（
一
日
女
性
消
防
士
　
　
15
名
）

▽
小
田
佐
百
合
・
寺
本
千
寿
・
佐

々
木
里
美
・
松
尾
里
奈
・
千
石
典

子
・
吉
田
ひ
ろ
子
・
谷
角
寿
子
・

堀
井
和
子
・
小
堀
美
和
・
三
宅
明

子
・
山
本
冨
美
子
・
高
見
千
尋
・

別
府
茜
・
工
藤
香
織
・
遠
藤
定
子

〔
再
講
者
者
　
　
　
　
　

9
名
〕　

（
北
条
・
富
田
校
区
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
員
　
　
　
　

３
名
）

▽
池
田
未
美
・
西
村
美
佐
枝
・
山

下
郁
子

（
一
日
女
性
消
防
士
　
　
６
名
）

▽
長
井
住
江
・
松
田
明
子
・
黒
田

秀
子
・
大
西
加
代
子
・
井
上
舞
・

渡
辺
麻
美

先
般
名
古
屋
市
に
お
い
て
22
年

前
に
購
入
し
た
古
い
消
火
器
を
捨

て
る
た
め
、
中
身
を
噴
射
さ
せ
よ

う
と
し
た
際
、
錆
び
て
い
た
底
部

が
突
然
破
裂
し
、
勢
い
で
跳
ね
上

が
り
死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め

各
家
庭
に
設
置
さ
れ
て
い
る
消
火

器
の
点
検
を
し
て
下
さ
い
。

◎
消
火
器
の
常
置
場
所
の
点
検
を

し
ま
し
ょ
う
。

雨
水
が
か
か
っ
た
り
高
温
多
湿

の
と
こ
ろ
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
消
火
器
の
外
観
点
検
を
し
ま
し

ょ
う
。

容
器
の
腐
食
・
ホ
ー
ス
の
先
に

点点
字字
講講
習習
会会

愛　
の　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア

お　
宅　
の　
消
火
器　
は　

大
丈
夫　
で　
す
か

消
火
器　
が　
破
裂
　
老
人
直
撃

吹
き
荒
れ
る
の
で
黄
色
い
声
上
げ
る
　
絆

二
十
世
紀
を
生
き
た
男
二
十
一
世
紀
も
指
図
す
る

雪
　
そ
の
純
白
が
欺
く
と
き

時
間
が
つ
け
た
仮
面
剥
い
で
一
人
の
死

身
の
内
の
寒
風
を
知
る
　
夢
の
あ
と
さ
き

晴
れ
た
日
　
し
ゃ
が
み
込
ん
で
い
る

窓
開
け
る
母
の
音
た
し
か
め
る
目
覚
め

時
は
韻
律
　
厳
か
に
メ
ラ
ン
コ
ッ
ク
に
流
れ
る
祖
国

辻
　
　
美
沙

荻
野
　
　
享

佐
治
　
　
靖

い
し
だ
　
實

岡
　
　
夕
花

北
村
　
栄
一

山
本
　
二
昭

井
塚
　
理
人
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☆交流の第一歩は☆

幼稚園から、子どもたちの元気な声が聞こえ

てきました。

「先生、おはようございます。」

「みなさん、おはようございます。」

気持ちいい朝のあいさつです。

門の前でぐずっていた子も、少し機嫌の悪か

った子も、「おはようございます」の挨拶で一日

が始まります。

先生は、「おはようございます」の声の調子で、

一人ひとりの子どもの様子が分かると言います。

挨拶こそ交流の始まりです。そこから、相手

の気持ちや様子が分かります。

このことは、家庭や地域、職場においても同

じことが言えます。「おはよう」という言葉のキ

ャッチボールとなって、人と人とをつないでいく

のです。

人と人とのコミュニケーション（交流）こそが、

豊かな人生を送る上で大切なものだと伝えてく

れています。

挨拶にはじまるコミュニケーションを通して、

お互いの理解を深め合い、より多くの人と豊か

な交流をし、一人ひとりを大事にする豊かな心

を育んでいきたいものです。

交流と人権

殿
垣
内
遺
跡
は
発
掘
調
査
の
結

果
、
弥
生
時
代
（
約
２
０
０
０
年

前
）
か
ら
鎌
倉
時
代
の
集
落
跡
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

特
に
、
溝
あ
と
か
ら
大
量
に
出
土

し
た
古
墳
時
代
後
期
（
約
１
４
０

０
年
前
）
の
須
恵
器
は
、
当
遺
跡

に
近
接
す
る
中
村
窯
跡
群
で
焼
か

れ
た
も
の
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

お
そ
ら
く
、
こ
の
遺
跡
に
住
ん
で

い
た
人
達
が
須
恵
器
の
製
作
に
か

か
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
漆
が
内
面
に
付
着
し
た

奈
良
時
代
（
約
１
３
０
０
年
前
）

の
土
師
器
の
椀
が
出
土
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
繁
昌
廃
寺
や
殿

原
廃
寺
を
建
立
す
る
と
き
に
、
仏

像
や
い
ろ
い
ろ
な
美
術
工
芸
品
の

製
作
の
際
に
画
工
や
漆
工
達
が
漆

パ
レ
ッ
ト
と
し
て
使
用
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

96

殿
垣
内
遺
跡
…
豊
倉
町

須す

恵え

器　き
や　
漆

う
る
し

工
人　
た　
ち　
の　
集
落　
を　
発
見
!

古
代
賀
毛
郡
の
工
業
地
帯
？

遺跡位置図

写
真　
は　
２　
月　
に　
行　
っ　
た　

児
童
会
行
事　
「　
フ　
ァ　
イ　
ナ　

ル　
パ　
ー　
テ　
ィ　
ー　
」　
で　
の　
一　
コ　
マ　
。　
ピ　
ン　
ポ　

ン　
玉　
を　
ス　
ト　
ロ　
ー　
で　
吹　
い　
て　
ゴ　
ー　
ル　
ま　
で　

運　
ぶ　
ゲ　
ー　
ム　
を　
楽　
し　
ん　
で　
い　
る　
と　
こ　
ろ　

で　
す
。　

本
校　
で　
は　
、　
自
分　
で　
考
え　
、　
進　
ん　

で　
行
動　
す　
る　
子　
の　
育
成　
を　
め　
ざ　
し　
た　

取　
り
組　
み　
の　
一　
つ　
と　
し　
て　
、　
児
童
会

活
動　
を　
大
切　
に　
し　
て　
い　
ま　
す
。　

全
校
児
童　
を　
縦

割　
り　
に　
し　
た　
グ　
ル　
ー　

プ　
活
動　
で　
は　
、　
自

分　
た　
ち　
で　
計
画
・

準
備
・
活
動
・
反

省　
し　
て　
い　
き　
、　
教
師　

は　
、　
そ　
れ　
を　
支
援　

し　
て　
い　
き　
ま　
す
。　

１　
学
期　
に　
は　
昼

休　
み　
を　
利
用　
し　
た　

グ　
ル　
ー　
プ　
対
抗　
ド　
ッ　

ジ　
ボ　
ー　
ル　
大
会　
が　
あ　

り
、　
ま　
た　
、　
近　
く　
の　
休
耕
田　
を　
借　
り　

た　
サ　
ツ　
マ　
芋
畑　
に　
も　
、　
グ　
ル　
ー　
プ　
で　
水　

か　
け　
や　
草
引
き　
に　
出　
か　
け　
ま　
す
。　

２　
学
期　
に　
は　
育　
て　
た　
サ　
ツ　
マ　
芋　
を　
み　

ん　
な　
で　
食　
べ　
る　
焼
き　
芋
大
会
。　

そ　
し　
て　
、　
最
後　
の　
行
事　
が　
「　
フ　
ァ　
イ　

ナ　
ル　
パ　
ー　
テ　
ィ　
ー　
」。　
１　
ヶ　
月　
ほ　
ど　
前　
か　

ら　
グ　
ル　
ー　
プ　
が　
動
き　
出　
し　
ま　
す
。　「　
ど　

ん　
な　
こ　
と　
を　
し　
よ　
う
か　
な　
？　
」　「　
ど　
ん　

な　
準
備　
が　
い　
る　
の　
か　
な　
？　
」　
決　
ま　
れ　

ば　
、　
道
具
作　
り
、　
ポ　
ス　
タ　
ー　
作　
り
、　

役
割
分
担　
と　
、　
上
級
生　
が　
下
級
生　
を　

リ　
ー　
ド　
し　
な　
が　
ら　
ど　
ん　
ど　
ん　
準
備　
を　

進　
め　
て　
い　
き　
ま　
す
。　

パ　
ー　
テ　
ィ　
ー　
当
日
。　
教
室　
や　
体
育

館　
な　
ど　
は　
、　
ゲ　
ー　
ム　
や　
ク　
イ　
ズ　
、　
お　
化　

け
屋
敷　
な　
ど　
、　
工
夫　
し　
た　
催　
し　
で　
に　

ぎ　
や　
か　
な　
も　
の　
で　
す
。　

児
童
会　
の　
活
動　
は　
、　
行
事　
だ　
け　
で　

は　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
毎
週
金
曜
日　
の　
児

童
集
会　
で　
は　
、　
歌　
を　

歌　
っ　
た　
り
、　
ゲ　
ー　
ム　
を　

し　
た　
り
、　
学
習　
し　
た　

こ　
と　
の　
紹
介　
や　
委
員

会　
か　
ら　
の　
お　
知　
ら　
せ　

を　
劇
化　
し　
て　
訴
え　
る　

な　
ど　
、　
子　
ど　
も　
た　
ち　

で　
進　
め　
て　
い　
き　
ま　
す
。　

ま　
た　
、　
業
間　
の　
時
間　

に　
は　
、　
上
級
生　
が　
見

本　
を　
見　
せ　
な　
が　
ら　
グ　

ル　
ー　
プ　
で　
縄
跳　
び　
の　

練
習　
な　
ど　
を　
し　
、　
低
学
年　
の　
子　
ど　
も　

た　
ち　
も　
上
手　
に　
な　
っ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　

地
域　
で　
、　
遊　
び　
の　
知
恵　
を　
出　
し　
合

う
と　
い　
う
機
会　
が　
少　
な　
く　
な　
っ　
て　
き　

た　
今
、　
上
級
生　
や　
下
級
生　
が　
い　
っ　
し　
ょ　

に　
な　
っ　
て　
遊　
ぶ　
こ　
と　
に　
よ　
っ　
て　
、　
人
間

関
係　
を　
学　
び　
、　
生
き　
生
き　
と　
主
体
的　

に　
活
動　
す　
る　
子　
の　
育
成　
を　
め　
ざ　
し　
、　

全
力　
で　
取　
り
組　
み　
た　
い　
と　
考
え　
て　
い　
ま　

す
。

自
分　
で　
考
え　
、　
進　
ん　
で　
行
動
す　
る　
子　
に　
!!
│
富
田
小
学
校　
の　
児
童
会
│

加加
西西
市市
立立
富富
田田
小小
学学
校校

殿垣内遺跡

漆が付着した椀など

http://www.kasai-hyg.ed.jp/  加西市教育委員会　http://www.hyogo-c.ed.jp/̃hojohigashi-es/  北条東小学校

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
遺

跡
は
古
代
賀
毛
郡
の
一
大
工
業
地

帯
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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の
デ
ー
タ
を
血
液
セ
ン
タ
ー
に
送
り
、
患

者
さ
ん
に
適
合
し
た
血
液
を
入
手
し
ま
す
。

こ
の
血
液
検
査
の
内
容
は
、
Ａ
Ｂ
Ｏ
式
血

液
型
と
Ｒ
ｈ
式
血
液
型
で
す
。
Ａ
Ｂ
Ｏ
式

血
液
型
の
抗
体
は
誰
も
が
持
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
他
に
も
人
に
よ
り
血
液
中
に
存

在
し
た
り
又
し
な
か
っ
た
り
す
る
不
規
則

抗
体
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
抗
体
に
つ
い
て

も
血
液
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
約

30
項
目
に
つ
い
て
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
検
査
を
経
て
、
注
文
し
た

血
液
が
病
院
に
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
そ
の

血
液
が
患
者
さ
ん
の
血
液
と
適
合
す
る
か

ど
う
か
、
最
終
的
に
血
液
同
士
を
少
量
接

私
た
ち
の
体
に
は
、
体
重
の
約
８
％
の

血
液
が
流
れ
、
生
命
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
血
液
が
病
気
や
ケ
ガ
に
よ

っ
て
不
足
し
た
時
に
は
外
部
か
ら
血
液
を

補
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
輸
血
は
、
日
赤

血
液
セ
ン
タ
ー
の
献
血
に
よ
る
血
液
製
剤

が
使
用
さ
れ
、
そ
の
検
査
に
は
、
遺
伝
子

レ
ベ
ル
に
及
ぶ
最
新
技
術
に
よ
る
検
査
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
例
え
ば
エ

イ
ズ
に
感
染
後
11
日
間
は
、
検
出
が
困
難

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
、
日
赤

で
は
エ
イ
ズ
検
査
を
目
的
と
し
た
献
血
は

受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

実
際
の
輸
血
に
あ
た
っ
て
、
当
院
で
は

ま
ず
患
者
さ
ん
の
血
液
を
検
査
し
て
、
そ

市立加西病院

中央検査科

内藤いさこ

月 の

わ

が

家

の

健

康

メ

ニ

ュ

ー

今
〈作り方（4人分）〉

①あさりむき身（2 0 0 g）は、ざるに入れ塩をふりか
け流水の下でふり洗いし水気をきる。

②木綿豆腐（2 0 0 g）は熱湯でさっとゆで、ふきんで
しぼりもみほぐす。

③鍋に煮汁（しょう油大さじ４、酒大さじ４、砂糖大
２、みりん大４、だし汁カップ１～１1／2杯）を入
れ、一煮立ちしたら、①、②、しょうが（細切り
少々）の順に加える。

④火が通ったら、とき卵（2個分）を流し入れ、ネギ
の小口切をちらす。ご飯を盛り、上からかける。

触
さ
せ
て
検
査
し
ま
す
。
こ
の
交
差
適
合

試
験
に
合
う
血
液
の
み
が
輸
血
さ
れ
ま
す
。

輸
血
検
査
は
緊
急
を
要
す
る
た
め
、
24
時

間
体
制
で
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
最
も
安
全
で
理
想
的
な
輸
血
は

自
己
血
輸
血
で
す
。
当
院
で
も
行
っ
て
い

ま
す
。
手
術
前
よ
り
自
分
の
血
液
を
貯
血

し
、
必
要
が
生
じ
た
時
に
そ
の
血
液
を
戻

す
方
法
で
す
。
但
し
、
緊
急
の
時
や
病
気

に
よ
っ
て
は
、
使
え
な
い
と
い
う
難
点
が

あ
り
ま
す
。

輸
血
検
査
は
緊
張
感
を
伴
う
検
査
で
す
。

検
査
室
で
は
、
よ
り
安
全
な
輸
血
の
た
め

に
、
細
心
の
注
意
と
検
査
技
術
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。

輸
血
検
査　
に　
つ　
い　
て

確かにフッ素を塗ると歯の表面

を強くし、むし歯になりにくくします

が、１回きりの塗布・塗りっぱなしで

は効果がないので過信は禁物!!

フッ素を塗布した上で、①規則

正しく食べる。②正しいブラッシン

グ。が大切です。これを怠ると､効

果は半減しますよ。

（加西市歯科衛生士会）

フッ素を塗るとむし歯にならないの？

昨年度の町ぐるみ健診は、5 2 1 4人の方

が受診されました。そのうち基本健診の受

診者は4 4 5 4人で5 3 3人（12％）の方が

「病気の疑いがあるので、早期に医療機関

へ受診してください。」という結果で、その

うち、医療機関に受診しなかった方が1 7 7

人（33％）ありました。

そこで、保健婦・看護婦が訪問や電話

連絡をした結果、未受診の理由は、「自覚

症状がない」・「忙しい」が各々25％を占

めました。また、「要医療」と判定された方

の約80％は自覚症状がありませんでした。

自覚症状は、病気が進行してから現れ

ることが多く、その時に治療するのでは、

今、健診を受けた意味がないことを伝えま

した。その後受診された方のうち約60％は、

自覚症状がなくても、「治療が必要」、約

30％は、「生活習慣を改善しながら経過観

察をする必要がある」という結果でした。

健診の大きな目的の１つは、自覚症状

のない人が健康状態を幅広くチェックし、

結果を生活改善に活かすことで病気を予

防するという「攻めの健康づくり」です。ま

た、毎年健診を受けることで、健康状態を

継続的に把握でき、生活改善の効果も確

認できます。

今年も、町ぐるみ健診を実施しますので、

是非ご利用ください。（市内の医療機関で

も健診を受けることができます）都合にあわ

せて今年の健診計画をたててください。

（日程等詳細は、別途配布の「健診特集

号」をご参照下さい）

問合先 健康長寿課

（電話42-8723・ファックス42-8955）

やっていますか
健診を受けて攻めの健康づくり

〈シェフから一言〉

季節の先取りの貝類をたっぷり
使って、ビタミン、鉄分をしっか
り摂りましょう。副菜には野菜を
忘れずに添えましょう。

い　
ず　
み　
会
会
員
（
和
泉
町
）

岡
田
美
佐
代
さ
ん



16下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! ※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。
問合先 上下水道部（��8760・8761）

対
象
者

生
後
３
ヶ
月
〜

90
ヵ
月
（
７
歳
半
）
未
満
の
児

日
　
程

場
　
所

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
後
１
時
30
分
〜

２
時

持　
っ　
て　
く　
る　
物

母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票
（
※
会
場
に
も
あ
り
ま
す
）、

体
温
計
、
ボ
ー
ル
ペ
ン

問
合
先

健
康
長
寿
課

（
電
話
42
│
８
７
２
３
）

平
成
13
年
７
月
採
用
の
市
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

市
職
員
の
募
集

ポ　
リ　
オ　
ワ　
ク　
チ　
ン　

予
防
接
種　
の　
お　
知　
ら　
せ

職
　
種

助
産
婦
及
び
看
護
婦

（士）

人
　
員

２
名

条
　
件

昭
和
51
年
７
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
も
の
で
助
産
婦
ま

た
は
看
護
婦

（士）
の
免
許
を
有
す
る

も
の

受
付
期
間

４
月
16
日

（月）
〜
27
日

（金）
（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

郵
送
に
よ
る
受
験
申
し
込
み
は

受
付
し
ま
せ
ん
。
本
人
ま
た
は
代

理
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

試
験
日

筆
記
試
験
・
面
接
試
験

５
月
14
日
午
前
９
時

採
用
日

平
成
13
年
７
月
１
日

申
込
・
問
合
先

加
西
病
院
事
務

局
管
理
課
（
電
話
42
│
２
２
０
０
）

職
種
・
人
員

作
業
療
法
士
（
１

名
）、
視
能
訓
練
士
（
１
名
）

条
　
件

昭
和
26
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
者
で
各
免
許
を
有

す
る
も
の

勤
務
場
所

加
西
病
院

勤
務
期
間

１
年
（
６
ヶ
月
更
新
）

勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
３
時
30
分

賃
　
金

市
の
定
め
た
額

問
合
先

加
西
病
院
事
務
局
管
理

課
（
電
話
42
│
２
２
０
０
）

パ
ー
ト
職
員
の
募
集

�
第
17
回
お
や
こ
ま
つ
り

日
　
時

４
月
30
日
（
月
・
休
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

ダ
ン
ボ
ー
ル
工
作

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

子
ど
も
市
、
バ
ザ
ー

場
　
所

い
こ
い
の
村
芝
生
広
場

（
雨
天
時
　
善
防
公
民
館
）

参
加
協
力
費

・
午
前
２
０
０
円

・
午
後
３
０
０
円
（
子　
ど　
も　
市　
の　
買
物
券
）　

�
第
82
回
例
会

「
し
ょ
う
ぼ
う
じ
ど
う
し
ゃ

じ
ぷ
た
」
＝
劇
団
　
道
化
＝

日
　
時

５
月
12
日

（土）

午
後
２
時
〜
３
時

場
　
所

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

入
会
金

３
０
０
円

会
　
費

月
８
０
０
円
（
４
歳
以

上
）
※
但
し
、
３
ヵ
月
以
上
続
け

て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

加
西
お
や
こ
劇
場

（
電
話
43
│
０
８
３
０
）

県
民
運
動
の
担
い
手
と
な
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
各
界
を
代
表
す

る
人
の
講
演
や
体
験
学
習
等
を
通

こ　
こ　
ろ　
豊　
か　
な　
人　
づ　
く　
り

５
０　
０　
人
委
員
会
委
員　
を　
募
集

加
西
お
や
こ
劇
場

か
ら
の
お
知
ら
せ

じ
て
実
践
力
を
高
め
ま
す
。

人
　
員

北
播
地
区
で
40
人

締
　
切

５
月
25
日

（金）

資
　
格

�
概
ね
20
歳
〜
60
歳
ま
で
の
県
内

に
在
住
、
ま
た
は
在
勤
・
在
学

の
方

�
地
域
活
動
等
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
方
、
又
は
意

欲
の
あ
る
方

問
合
先

北
播
県
民
局
　
県
民
生

活
部
内
　
北
播
磨
青
少
年
本
部
　

（
電
話
０
７
９
５
│
42
│
９
３
５
２
）

ふ
る
さ
と
加
西
に
つ
い
て
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？

日
　
時

６
月
９
日
、
８
月
25
日
、

12
月
８
日
、
２
月
９
日
（
全
て
土

曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
）、
10

月
12
日

（金）
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

※
７
、　
９
、　
11
、　
１
、　
３
月
の
月
１

回
の
土
曜
日
自
主
学
習
会
を
開
催

場
　
所

市
民
会
館
視
聴
覚
室

学
習
内
容

加
西
の
歴
史
、
地
名
、

伝
統
・
行
事
、　
石
仏
、　
ま　
ち　
づ　
く　
り

受
講
料

無
料

申
込
締
切

５
月
10
日

（木）

申
込
・
問
合
先

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
（
電
話
42
│
８
７
７
５
）

市
民
教
養
講
座　
「
加
西
学

講
座
」　
追
加
受
講
生
募
集

夜中の1 2時まで説明を聞かされ、中1の子供に

と高額な教材を買わされた。「子供が寝るので帰っ

てください。」と言っても帰らないので仕方なく契約

した。取り消したい。

「帰って」と伝えたのに業者が居座ってやむをえ

ず契約した場合や、営業所などから「帰りたい」と

伝えているのに帰らせてもらえず困った末に契約し

た場合は、消費者契約法により取り消すことができ

ます。

契約したくないなら「帰ってください（帰してくだ

さい）」とはっきり言いましょう。言ったのに聞いても

らえなかった事実は、その日のうちにメモを書いて

おくなど証拠を残しておきましょう。取り消すことに

決めたら商品は使用しないで保管しておきましょう。

■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時

～午後4時、市役所2階電話42-8739）

消費生活相談Q&A 居座られ困って契約 No.2

ハナサク

Ｑ

Ａ

月日（曜）

5月 7日�

5月10日�

5月17日�

5月24日�

※上記日程内で、指定地区以外
の日でも受けられます

地　　区

北条

富田・賀茂
下里・富合

九会・多加野
在田・西在田

未接種児

再生修理会
日　時 ５月７日（月）

場　所 ＪＡかさいし西在田支店

（受付：午前９時～11時）

場　所 ＪＡかさいし在田支店

（受付：午後１時～３時）
対　象 包丁、ハサミ、靴、洋傘等

問合先 くらしと生活を守る会

事務局（電話42-８７３１）
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新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書
秘花 （連城三紀彦著）
配達される女 （ 坂　剛著）
猫の喪中 （佐藤洋二郎著）
夜のヴィーナス（村田喜代子著）
晩夏 （赤川次郎著）
薔薇盗人 （浅田次郎著）
昔の部屋 （出久根達郎著）
秋と黄昏の人 （司城志朗著）
ガーデン・ガーデン（稲葉真弓著）

マスカット・エレジー（山崎洋子著）
八つの顔を持つ男（清水義範著）
血脈 （佐藤愛子著）
奇跡のようなこと（藤沢　周著）
ものは言いよう （平岩弓枝著）
こころの休日 （藤本義一著）
寂聴　美の宴（瀬戸内寂聴著）
まだふみもみず （檀 ふみ著）
金持ち父さん貧乏父さん（ロバート・キヨサキ［ほか］著）

市市立立図図書書館館だだよよりり

休休 日日 のの おお 医医 者者 ささ んん

4月 15日（日） 徳岡内科 （北条町・電話42-０１７８）
22日（日） 天沼医院 （北条町・電話42-３６３６）
29日（日） あさじ医院 （若井町・電話44-０２２５）
30日（月） 佐竹医院 （北条町・電話42-４０５７）

5月 3日（木） 横田内科医院 （北条町・電話42-５７１５）
4日（金） 米田病院 （尾崎町・電話48-３５９１）
5日（土） さたけ小児科 （北条町・電話43-１７１７）
6日（日） 大杉内科医院 （別府町・電話47-００２３）

13日（日） 坂部整形外科 （北条町・電話43-１４４４）
20日（日） 荒木医院 （北条町・電話43-９７１１）

※変更になることがありますので、お確かめください。

〔おはなし会〕5月12日（土）（午後2時から30分程度）

〔休館日〕月曜日・4月20日（金）・29日（日）・5月3日（木）～5日（土）

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）

５月２日（水）午前10時～午後３時　市民会館１階会議室

■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）

５月２日（水）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）

毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）

５月10日（木）健康福祉会館

５月10日（木）農村環境改善センター・４月19日（木）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談

４月26日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午

■市民相談 月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所市民相談係

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）

毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境対策室

■教育相談 月～金曜日午前８時30分～午後５時　教育研修所

相相 談談

ぼくの夢
日吉小学校６年

中塚　嵩裕くん

パパパパ・・ママママククララブブ
妊娠５～６ヵ月のママとパパ　４月21日（土）午前９時30分～10時
妊娠８ヵ月以降のママとパパ　５月19日（土）午前９時30分～10時

問合先 健康長寿課（電話42-8728）

★電話でご予約の上、参加下さい。

乳乳 幼幼 児児 健健 診診

■2カ月児（先天性股関節脱臼）検診…毎月第4火曜日 （受付時間）

平成13年２月生れの乳児 ４月24日（火） 午後１時～２時

《平成13年３月生れの乳児 ５月22日（火）》

■4カ月児健診…毎月第1水曜日

平成12年12月生れの乳児 ５月２日（水） 午後１時～２時

《平成13年１月生れの乳児 ６月６日（水）》

■1歳6カ月児健康診査…毎月第2火曜日

平成11年11月生れの幼児 ５月８日（火） 午後１時～２時

《平成11年12月生れの幼児 ６月12日（火）》

■3歳児健康診査…毎月第3火曜日

平成10年２月生れの幼児 ４月17日（火） 午後１時～２時

《平成10年３月生れの幼児 ５月15日（火）》

■乳幼児保健相談…毎月第2水曜日

希望者 ５月９日（水） 午後１時～２時

《６月13日（水）》

■離乳食講習会…毎月第2水曜日

希望者　３～５カ月児の保護者 ５月９日（水） 午後１時～１時30分

エプロンをご持参下さい。 《６月13日（水）》

■妊婦教室と母子手帳の交付…毎月第3木曜日

５月17日（木） 午前９時～９時30分

《６月21日（木）》 講習は２時間程度

※印かん・筆記用具を持参ください。

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日におこし下さい。

★健診、相談には、母子健康手帳をご持参下さい。

★問合先 健康長寿課（電話42-８７２８）

佐藤竜
　

聖ちゃん（北条町古坂）

1歳7カ月

〈ママの一言〉

いつも、周りの人を楽しま

せてくれる竜k u n。これから

も、すくすく育ってね。

パパ・ 巌 さん

ママ・美紀さん

ほか

小さいころからのぼくの夢は、ロボットを作ってい

ろんなことに役だてて、多くの人を助けることです。

例えば、事故で自動車の中にとじこめられた人を助

けたり、体の不自由な人の手助けをしたりするような

ロボットを作れたらいいなあと思います。

勉強をがんばって、自分でロボットを作れるように

なりたいです。そしてみんなのくらしがもっと便利に

なるようにしたいです。
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加
西
市
で
は
、
心
身
に
障
害
の

あ
る
児
童
が
施
設
、
各
種
学
校
へ

通
学
（
園
）　・
寄
宿
さ
れ
る
際
の
費

用
に
対
す
る
援
助
制
度
が
あ
り
ま

す
。（　
ス　
ク　
ー　
ル　
バ　
ス　
、　
自
転
車
利
用
者　

や　
入
院
中　
の　
児
童　
は　
対
象
外　
で　
す
。）　

ま
た
、
通
学
（
園
）
に
介
護
者

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

併
せ
て
援
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

該
当　
す　
る　
と　
思　
わ　
れ　
る　
方　
に　
は　
４　

月
中　
に　
ご　
案
内　
す　
る　
予
定　
で　
す　
が　
、　

申
請
書　
が　
届　
か　
な　
い　
等
、　
ご
不
明
な

点
は
、
社
会
福
祉
課
女
性
児
童
係

（
電
話
42
│
８
７
２
６
）
ま
で
。

特
殊
児
童
就
学　
・　
通
園　

（
所
）　
援
助
金　
に　
つ　
い　
て

に
対
し
、
加
西
市
無
年
金
外
国
籍

高
齢
者
・
障
害
者
等
福
祉
給
付
金

を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

昭
和
57
年
１
月
１
日
現

在
外
国
人
登
録
者

高
齢
者
・
大
正
15
年
１
月
１
日

現
在
外
国
人
登
録
者

障
害
者
・
昭
和
57
年
１
月
１
日

以
前
に
20
歳
に
達
し
て
い
た
者

問
合
先

高
齢
者
は
健
康
長
寿
課

（
電
話
42
│
８
７
２
８
）、
障
害
者
は

社
会
福
祉
課（
電
話
42
│
８
７
２
５
）

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
身
体
障

害
者
手
帳
（
１
、
２
級
）、
療
育
手

帳
（
Ａ
）
を
お
持　
ち　
の　
方　
に　
、　
中
型　

タ　
ク　
シ　
ー　
料
金　
の　
基
本
料
金　
を　
助
成　

す　
る　
「　
タ　
ク　
シ　
ー　
利
用
券
」　
を　
交
付　

し　
て　
い　
ま　
す
。　（　
１
月
あ
た
り
４
枚
）

窓
　
口

社
会
福
祉
課
（
電
話
42

│
８
７
２
５
）（
該
当
す
る
手
帳
と

印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。）

ま
た
、
兵
庫
県
タ
ク
シ
ー
協
会

が
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
を
お
持
ち
の
方
に
、
運
賃
の
１

割
引
を
行
っ
て
い
ま
す
。
乗
務
員

に
手
帳
を
見
せ
て
割
引
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。（
割
引
の
適
用
範
囲
は

兵
庫
県
下
）

ご　
存
知　
で　
す　
か　
？
重
度
心
身
障

害
者　
（
児
）　
福
祉　
タ　
ク　
シ　
ー

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

緑
の
募
金
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
お
い
て
か
け
が
え
の
な
い
森
林

や
緑
を
整
備
し
、
緑
豊
か
で
住
み

や
す
い
環
境
を
創
造
す
る
た
め
に

活
用
さ
れ
ま
す
。
緑
の
募
金
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
期
間

５
月
31
日

（木）
ま
で

昨
年
度
の
募
金
は
花
の
種
の
購

入
や
巨
樹
治
療
活
動
補
助
金
な
ど

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
合
先

緑
化
推
進
委
員
会
（
農

林
共
済
課
内　
・　
電
話
42
│
８
７
４
１
）

総
務
省
よ
り
、
身
体
障
害
者
及

び
知
的
障
害
者
の
福
祉
に
対
す
る

国
民
の
理
解
と
認
識
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て

″　青
い
鳥
郵
便

葉
書
″
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
一
般

に
販
売
さ
れ
る
ほ
か
、
身
体
障
害

者
手
帳
（
１
、
２
級
）、
療
育
手
帳

（
Ａ
）
を
お
持
ち
の
方
に
は
無
料
で

配
布
さ
れ
ま
す
（
20
枚
）
の
で
お

申
込
下
さ
い
。

申
込
期
間

発
行
日
４
月
20
日

（金）

か
ら
５
月
31
日

（木）
ま
で

申
込
方
法

郵
便
局
で
該
当
手
帳

青　
い　
鳥
郵
便
葉
書　
の　

発
行　
・　
配
布　
の　
お　
知　
ら　
せ

緑
の
募
金
に

ご
協
力
を
!

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
を
受
け

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
世
帯
主
の

方
で
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給

ま
で
の
間
、
出
産
費
用
を
支
払
う

た
め
の
資
金
を
貸
付
け
る
制
度
を

導
入
し
ま
し
た
。

貸
付
対
象
者

国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
出
産
予
定

者
の
世
帯
主

出
産
予
定
日
ま
で
１
ヶ
月
以
内

（
申
込
書
は
市
役
所
に
あ
り
ま
す
。）

貸
付
額

出
産
育
児
一
時
金
支
給

見
込
額
の
10
分
の
８
を
限
度
と
し

ま
す
。（
２
４
０，　
０
０
０
円
限
度
）

出
産
育
児
一
時
金
と
貸
付
金
を

対
等
額
に
お
い
て
相
殺
し
ま
す
。

問
合
先

保
険
課
国
保
医
療
係

（
電
話
42
│
８
７
２
１
）

国
民
年
金
制
度
上
、
国
籍
用
件

等
が
あ
っ
た
た
め
に
老
齢
・
障
害

基
礎
年
金
等
の
受
給
資
格
を
得
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
外
国
籍
高

齢
者
・
障
害
者
等
で
、
次
の
方
々

外
国
籍
高
齢
者　
・　
障
害
者

等
福
祉
給
付
金　
に　
つ　
い　
て

国
民
健
康
保
険
出
産
費

資
金
貸
付
制
度

│
4
月　
か　
ら　
貸
付
制
度　
を　
始　
め　
ま　
し　
た
│

支給限度額表

学年等

対象者

通学（園）
児童

寄宿舎への
入所児童

付添いの
保護者

幼・小・
中学部

5,000円

／月

3,000円

／月

5,000円

／月

2,500円

／月

1,500円

／月

2,500円

／月

高等部

�日　時 5月13日（日）午前10時　市役所玄関前集合

�テーマ 「加西のあけぼの」

�コース 玉丘史跡公園、山伏峠の石棺仏、古法華自然公園

�定　員 25名　　�参加費 1,000円（弁当代含む）

�申込方法 ハガキに住所・氏名・電話番号を明記して〒675-2395 加西

市役所内　加西市観光協会（電話42-8823）まで。※1枚で3名まで、先着順

第1回市内観光めぐり
歴史街道ガイドボランティアによる

日　時 5月18日（金）午後3時30分～5時

場　所 健康福祉会館研修室3

受講料 500円（当日）当日出席できる方で、歌の添削を希望される

方は、4月27日（金）までに作品を生涯学習課へ提出してください。

問合先 生涯学習課（電話42-8775）

（國學院大學名誉教授・宮中歌会始詠進歌選者）

歌人 岡野弘彦　講演会
市民教養講座「日本のこころと歌」
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お く や み

高見　好信 67 敏　之 戸田井
山本　寅男 74 亨 笠　屋
谷　三四子 87 松浦愈 宮　前
藤本まつゑ 91 義　一 山　田
村上　ふし 74 智　人 別　所
河合　順次 94 信　男 網　引
中尾　吉辰 85 畑
多田　　茂 62 成　宏 古坂１丁目
大西　つた 91 孝　司 北
井上　春雄 76 幸　一 東高室
加門　久子 82 修　一 桑原田
切貫　定雄 90 武　司 下芥田
山本より子 82 正　昭 段　下
小畑　許一 70 誠 古坂２丁目
大西かずゑ 83 勉 御　旅
三枝　鈴子 85 一　夫 鴨　谷
古角きよゑ 78 正　博 西横田
霜浦　兵治 85 康　弘 笹　倉
大谷　　俊 20 忠　夫 繁　昌
伊藤　綾子 93 利　行 甲和泉
幸田　義郎 76 正　人 東笠原
吉田　満典 72 浩　幸 油　谷
岡　　章匡 26 一　眞 西上野
山田ゆきゑ 90 守　男 山　枝
大塚す江の 88 良　之 下万願寺
山本　勇己 70 恵　輔 東高室
高井　忠彦 72 昇 上道山
松井かずゑ 99 福　治 笹　倉
池田まさこ 86 孝　一 上万願寺
森脇　広美 27 正　勝 佐　谷
内藤まちゑ 90 正　敏 東笠原
大西　　定 50 真太郎 北
宮　　義夫 82 隆 野　条
東郷きりこ 80 丸山真人 王　子
藤原　英夫 81 孝　久 常　吉
河合ひさゑ 79 明 網　引
田中　　清 85 嶺田明雄 上宮木
金田みさ 82 一　彦 下若井
能瀬みよこ 83 雅　民 上　野
高橋　勇治 76 正　彦 上　野
小林　秀子 66 幸　雄 大　柳
原田　ひさ 89 哲 満　久

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（３月31日受付分まで・敬称略）

テ
ニ
ス
よ
り
小
さ
な
コ
ー
ト
と

ラ
ケ
ッ
ト
を
使
い
初
心
者
で
も
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

期
　
間

５
月
９
日
〜
７
月
11
日

の
毎
週
水
曜
日
（
午
後
８
時
〜
９
時
30
分
）

場
　
所

北
条
中
学
校
体
育
館

定
　
員

30
名
（
先
着
順
）

参
加
料

１，　
０
０
０
円

申
込
方
法

ハ　
ガ　
キ　
か　
Ｆ　
Ａ　
Ｘ　
で　
、　

住
所
、　
氏
名
、　
年
齢
、　
電
話
番
号　
を　

記
入　
し　
て　
、　
〒　
６　
７　
５　
│　
２　
３　
０　
３　
北

条
町
古
坂　
３　
│　
６　

加
西
市　
バ　
ウ　
ン　
ド　

テ　
ニ　
ス　
協
会
　
柏
原
信
也
宛　
（
電
話
42
│

０
４
４
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
43
│
０
１
８
１
）

日
　
時

５
月
６
日

（日）

第
23
回
協
会
杯

加
西　
オ　
ー　
プ　
ン　
卓
球
大
会

バ　
ウ　
ン　
ド　
テ　
ニ　
ス　
教
室

８
時
30
分
〜
受
付

場
　
所

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

資
　
格

高
校
生
以
上

種
　
目

（１）
男
子
の
部

①
団
体

戦
（
シ
ン
グ
ル
ス
２
・
ダ
ブ
ル
ス

１
）
②
シ
ン
グ
ル
ス
　

（２）
女
子
の

部

①
団
体
戦
（
シ
ン
グ
ル
ス

２
・
ダ
ブ
ル
ス
１
）
②
ダ
ブ
ル
ス

参
加
費

団
体
戦
２，　
０
０
０
円
、

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
５
０
０
円

申
込
方
法

４
月
25
日

（水）
ま
で
に

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
〒
６
７
５
│
２
４
６
１
佐
谷

町
１
８
３
加
西
市
卓
球
協
会
　
楠

田
太
郎　
（
電
話
44
│　
０　
７　
２　
８　
）　
ま　
で　
。　

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
仕
事
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
!

幹
部
自
衛
官
募
集

死亡者 年齢 喪主 町名

※市外で死亡届を提出された方で「お悔や
み」に掲載を希望される方は秘書広報課

（電話42-8701）までご連絡ください。

を
提
示
し
て
、
葉
書
を
受
け
取
っ

て
下
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
郵
便

局
、
社
会
福
祉
課
（
電
話
42
│
８
７

２
５
）
に
あ
り
ま
す
。

日
　
時

５
月
20
日

（日）
午
前
８
時

30
分
〜
※
雨
天
27
日

（日）

場
　
所

加
西
球
場
ほ
か

対
　
象

市
内
の
事
業
所
に
勤
務

す
る
方

チ
ー
ム
編
成

１　
事
業
所　
１　
チ　
ー　

ム　
と　
し　
、　
選
手　
は　
20
人
以
内
。　
常
時

出
場
選
手　
は　
男
子　
６　
人
、　
女
子　
３　
人
。

参
加
費

１
万
円
（
※
新
参
加
チ

ー
ム
は
プ
ラ
カ
ー
ド
作
成
費
と
し

て
別
途
３，　
５
０
０
円
）

申
込
期
限

４
月
27
日

（金）

申
込
先

商
工
会
議
所

（
電
話
42
│
０
４
１
６
）

加
西
市
職
域
親
善

ソ　
フ　
ト　
ボ　
ー　
ル　
大
会

種
　
目

一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

資
　
格

22
歳
以
上

26
歳
未
満
の
男
女

募
集
締
切

５
月
11
日

（金）

試
験
日

５
月
26
・
27
日

問
合
先

青
野
原
募
集
事
務
所

（
電
話
０
７
９
４
│
66
│
７
９
５
９
）

期
　
間

５
月
〜
１
月

（
第
２
・
第
４
火
曜
日
の
午
前
９

時
30
分
〜
12
時
）

回
　
数

13
回

（
奇
数
月
２
回
、
偶
数
月
１
回
）

内
　
容

健
康
づ
く
り
と
食
生
活

経
　
費

実
習
材
料
費
と
し
て

１，　
０
０
０
円
程
度

申
込
先

加
西
健
康
福
祉
事
務
所

（
電
話
42
│
０　
２　
６　
６　

Ｆ
Ａ
Ｘ
42
│
１　
９　
７　
９　
）

食
生
活
改
善
推
進
員　

（　
い　
ず　
み　
会　
リ　
ー　
ダ　
ー
）　

養
成
講
座
受
講
生
募
集

加西市への寄付

○匿名 30万円

（教育充実資金寄附金として）

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付

一般預託

○富田小学校３年生一同 2万724円

指定預託

☆加西ボランティア協会へ

○匿名 2万円

○田町 竹本　幸夫 1万5000円

○匿名（Ｙ・Ｙ） 2万円

○美心 2万円

○匿名 3万円

○繁昌 菅野　和彦 30万円

（地域福祉ビデオ制作費）

善意の花束

（受付順　敬称略）

供養預託

○大柳 大藤嘉次仁 10万円

物品預託

○古坂 柳　　琢夫

ジャージ（上）180着（下）212着



20■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

H13.4.1現在（前月比）
人　口／ 52,034（ー153） 世帯数／ 15,936（－77）

男　／ 25,222（－ 84） 女　／ 26,812（－69）

86民間薬キランソウの
花

４　
月　
は　
春
本
番
。　
人
家　
に　
近　
い　

道　
ば　
た　
や　
土
手　
に　
は　
、　
暖　
か　
い　
陽
光　

に　
誘　
わ　
れ　
る　
よ　
う　
に　
、　
黄
色　
や　
紫
、　

白
、　
色　
と　
り　
ど　
り　
の　
草
花　
が　
一
斉　

に　
可
憐　
な　
花　
を　
咲　
か　
せ　
ま　
す
。　

ひ　
と　
き　
わ　
目
立　
っ　
て　
美　
し　
い　
の　
は　
、　

紫
色　
で　
唇
形　
の　
小　
さ　
な　
小　
さ　
な　
花　

を　
び　
っ　
し　
り　
つ　
け　
る　
キ　
ラ　
ン　
ソ　
ウ　
で　

す
。　
茎　
が　
よ　
く
枝
分　
か　
れ　
し　
、　
地

面　
を　
お　
お　
う　
よ　
う　
に　
四
方　
に　
広　
が　

っ　
て　
、　
時　
に　
は　
直
径
30
セ　
ン　
チ　
以
上　

の　
大
株　
に　
な　
る　
の　
も　
珍　
し　
く　
な　
い　
の　

で　
す
。　
紫
色　
の　
花　
の　
じ　
ゅ　
う
た　
ん　
そ　

の　
も　
の　
で　
す
。　

一
方　
で　
民
間
薬　
と　
し　
て　
諸
病　
を　

治　
し　
、　
地
獄　
の　
釜　
に　
ふ　
た　
を　
し　
て　
病

人　
を　
追　
い　
返　
す　
と　
い　
う　
の　
で　
、　
別
名　

「
地
獄　
の　
釜　
の　
ふ　
た　
」　
と　
い　
い　
ま　
す
。

KASAIデータバンク

ホームページ http://www.city.kasai.hyogo. jp

テーマ

「はつらつ 生きて
活きて 輝いて」

講　師

タレント　遙　洋子氏

日　時

4月29日（日）

午後2時30分～4時

場　所 市民会館文化ホール

入場料 無　料

問合先 教育委員会生涯学習課（電話42-8772）

平成13年度　第1回女性研修講座

市民会館では、市民文化の向上を図るため毎年会館の自主

事業を開催しています。本年も「ミュージカル「ニューミュー

ジック」等の公演を実施します。

この自主事業にボランティアスタッフとして参加していただけ

る方を募集します。詳しくは市民会館（電話43-0160）まで。

日　時 6月17日（日）

午後6時30分～

場　所 市民会館文化ホール

チケット料金 3,000円（自由席）

※小学生以下は入場できません。

問合先 市民会館（電話43-0160）

市民会館ボランティアスタッフの募集

― 劇団ふるさときゃらばんミュージカル ―

噂のファミリー1億円の花婿

インド西部大地震義援金

を 募集し まし たとこ ろ、

1 3 , 3 9 7円が集まり送金いた

しました。ご協力ありがと

うございました。

ご協力ありがとう
ございました
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